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付図2　Ⅲ区遺構配置図
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1．本書は、兵庫県津名郡北淡町野島平林に所在する貴船神社遺跡の発掘調査報告書である。

2．確認調査は、北淡町教育委員会による周囲の土地改良事業によって周辺を調査され、遺跡の範囲を

確定している。その調査成果を参考にした。

3．確認調査は津名郡町村会埋蔵文化財専門職員伊藤宏幸が担当し、平成5年12月に実施した。

4．全面調査は兵庫県教育委員会が調査主体となり、平成7年7月17日～12月20日まで実働95日を費や

して実施した。

5．本調査は、県道福良江井岩屋線道路緑化推進事業に起因するもので、兵庫県土木部洲本土木事務所

の委託を受けて行った。

6．調査で使用した方位は国土座標第Ⅴ系を使用した。また、標高は兵庫県土木部洲本土木事務所設置

のB．M．を使っている。

7．現地での遺構写真は調査担当者が撮影したものである。図版1の空中写真は国土地理院のものを使

用した。またその他の空中写真は㈱ワールドに委託して撮影したものである。

8．整理作業は、平成10～12年度に同じく兵庫県土木部洲本土木事務所と委託契約をかわして兵庫県教

育委員会埋蔵文化財調査事務所で行った。

9．遺物写真は㈱衣川に委託して撮影したものである。

10．本書にかかる遺物・図面やスライドなどの写真資料は兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所

（078－531て011）ならびに同魚住分館に保管している。

12．執筆は木下晴一・伊藤宏幸・渡辺　昇が行い、編集は八木和子の協力を得て渡辺が担当した。

13．表紙絵は中東憲朗氏によるものである。

14．発掘調査・整理調査にあたって、下記の方々・機関のご協力・ご指導を得ました。感謝致します。

（敬称略）

渡辺　誠・山崎純男・広瀬和雄・積山　洋・大久保徹也・北淡町教育委員会・津名郡町村会

波

播 磨

図1　北淡町の位置
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I．は　じ　め　に

1．調査に至る経緯

貴船神社遺跡は、平成2年度に確認された遺跡である。兵庫県教育委員会では、県内の生産遺跡の分

布調査を平成元年度から実施してきた。その一環として淡路地域の製塩遺跡の調査も実施することとな

り、その調査によってはじめて確認された遺跡である。淡路地域の調査は当初2～3年で終了する計画

であったが、進捗状況ははかばかしくなかった。海岸部の調査が地形が悪く予定通り進まない上に、そ

の前年の土地改良事業の調査で現在の海岸線から離れた地点でも製塩土器が確認されることによって、

製塩遺跡の分布対象が拡大することになった。そのため調査対象地が広くなったことから、津名郡で一

度まとめることとし、平成4年度に刊行された「製塩遺跡I（津名郡）」には北淡町Noll貴船神社前遺

跡として報告されている。

その後、遺跡周辺は土地改良事業が計画され、工事に先立ち北淡町教育委員会により平成5年度に確

認調査が実施された。その結果、製塩土器の他にも通有の集落遺跡の遺物や古墳の副葬品かと思われる

遺物も出土し、調査地周辺は製塩遺跡に限らず他の性格の遺跡も広がっていることが明らかになった。

遺跡の規模は東西約60m・南北約200mと推定された。

兵庫県土木部洲本土木事務所では緑化推進事業の一環として、県道福良江井岩屋線の整備が策定され

た。「緑のみちしるべ」として県道沿いに緑化公園を建設するもので、その1つとして貴船神社遺跡周

辺に（仮称）「野島平林公園」が計画された。そのため、工事に先立ち兵庫県土木部洲本土木事務所と

兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所とで協議が繰り返され、平成7年度に公園予定地の全面調査を

実施することとなった。

写真1　責船神社遺跡遠景
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2．確認調査の経過と結果

本遺跡は、平成2～4年度にかけて兵庫県教育委員会を調査主体として実施された生産遺跡分布調査

（製塩）で発見された。調査当時、県道沿いの電柱立替工事に伴い掘削されていた穴で、製塩土器を多

量に含む遺物包含層の存在が確認された。平成5年、遺跡を含む範囲で土地区画整理事業（ほ場整備事

業）が計画されたことを契機として、遺跡の範囲確認調査を実施した。調査は、遺跡の範囲や性格を把

握する目的で、2×2mの調査区12箇所を設定し実施した。（図2）

12箇所の調査区のうち、No5～7では耕作土直下で海浜砂が検出され、砂層中から多量の製塩土器が

出土したが、製塩土器を含む砂層はいずれの調査区においてもおおむね上下2層に分かれることが確認

された。上層からは脚台付と丸底の製塩土器が出土したが、量的には丸底が主体を占める。一方、下層

から出土した製塩土器は脚台付のものがほとんどで、嚢・高杯等の土器も伴出した。脚台付の製塩土器

は脚台Ⅱ式のものが大半で、脚台Ⅲ式のものは数点であった。また、N06では、この2層の間に無遺物

の砂層が存在し、その下層で落ち込み（s x－01・S X－02）が検出された。S X一肌は調査区の西半分を

南北に延びる溝あるいは土坑状の落ち込みで、丸底I式の製塩土器が多量に出土した。製塩土器は、純

粋に丸底I式のみであり、他のタイプの混入は認められない。また、S X－02は平面的には検出できな

かったものであるが、脚台Ⅱ式の製塩土器が出土した。脚台Ⅱ式の製塩土器は、これら落ち込みが検出

された面を形成する砂層及びさらにその下層からも出土した。遺物の量は、N07が最も多く、丘陵に近

いN05が最も希薄であった。

これに対し、Nol・2・3・4・13・14・15は海浜砂が検出されず、砂礫層がベースとなる範囲であ

り、海浜から丘陵への移行点に相当する範囲と想定される。No3・4・15地点では、この砂礫上に遺物

包含層である黒灰色の礫混じりシルト層が堆積する。No3・15地点では、この遺物包含層から、弥生時

代末期（庄内期）の土器が多数出土した。特にN03では棄・器台などとともに脚台Ⅱ式の製塩土器、コッ

プ型の飯蛸壷なども出土した。出土した器台は「淡路型器台」と呼ばれている独特のスタイルの器台で

あるが、受け部に4個の穿孔を施すこれまでに例をみないタイプのものである。N04における土層の堆

積状況もこれらと同様の様相を呈するが、遺物包含層から出土した遺物は古墳時代後期（6世紀末）の

須恵器・土師器であった。また、これらの遺物とともに耳環1点が出土している。

遺構としては、N03において、包含層直下の砂礫層上面で竪穴住居址状の遺構プランを検出し、床面

と思われる面で焼土面が確認された。また、これより上層では調査区を斜めに横切る中世の溝状遺構も

検出している。さらに、N03では遺物包含層を突き破る噴砂状の地割れも確認された。

また、No13でも現地表下約1．5mの地点で2層の遺物包含層を検出し、上層からは土師器とともに釣

鐘型の飯蛸壷が、下層からは脚台付製塩土器の胴部が出土した。また、これら遺物包含層下で検出され

る面では溝状の遺構も検出している。本地点では、幾重にも堆積する盛土の結果、最終遺構面までは深

さ2．5mを測る。この他、Nol・2では少量の遺物が出土したが、No8・9は砂・河原石などが分厚く

堆積し、遣物包含層は確認できなかった。河川の氾濫原とみられる。

これらの結果から、本遺跡の範囲はNo8・9を除く調査区を設定した範囲のほぼ全域に及ぶことが確

認された。出土遺物の多くは製塩土器であり、それらは大阪湾岸製塩土器編年でいうところの脚台Ⅱ・

Ⅲ式、丸底I・Ⅱ・Ⅲ式といった型式に分類される弥生時代末期（庄内期）から奈良時代に相当する時

期の製塩土器であることから、本遺跡において長期間継続的に土器製塩が行われていたものと予想され
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る。また、No5～7地点でみられるように、脚台Ⅱ式と丸底I式、丸底Ⅱ・Ⅲ式製塩土器の出土状態が

それぞれ層位的にとらえられる可能性があり、さらには製塩土器とともに須恵器・土師器など数多くの

土器が伴出していることから、製塩土器の年代決定についても貴重な資料を提供してくれるものと思わ

れる。また、遺構の面からは、製塩作業の場である砂浜と居住域（あるいは作業区域）と考えられる場

が存在し、さらには、No4地点で出土した須恵器や耳環などから周辺に古墳が存在する可能性も強く、

一遺跡内で製塩作業域と居住域さらには墓域が確認できる可能性をもった遺跡である。

100m
ト　．i　．．．　　　　　　　　　　＿＿二∃

図2　確認調査区配置図
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これまで、北淡路の野島については、『日本書紀』や『万葉集』において「野島の海人」なる記述が

みられるなど、海に深く関わりをもつ人々の存在が知られていたが、考古学上それが明らかにされたこ

とはなかった。今回の調査では、まさにその「野島」において海に生活基盤を置く人々の生活の跡が確

認できたことになる。本遺跡が淡路島あるいは大阪湾岸における土器製塩の実体の解明に貴重な資料を

提供しうる可能性をもった遺跡であるとともに、古くから語り継がれてきた淡路島の「海人」の実態の

解明に手がかりを与えてくれる重要な遺跡といえよう。

0　　　　　　　　　10cm

i一　一一　一一　　　；

」、：

図3　確認調査　遺物実測図

調査の組織

調査主体　　北淡町教育委員会

調査担当　　津名郡町村会

埋蔵文化財専門職員　伊藤　宏幸

調査参加者　森脇京子

土井純子

．－‾－‾‾　∴

亀＼、遜

写真2　確認調査　検出炉跡
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3．全面調査の経過

確認調査の結果、公園予定地には全面に遺跡が広がっていることが明らかになったことから、事業予

定地全面を対象として調査を行った。官民境界と現県道との間を残して全面調査を実施した。

調査は、平成6（1995）年6月　目から開始した。調査面積は確定しているものの、十分に調査士量

が把撞できていなかった。そのため、全面調査に先立ち確認グリッドを3ヶ所設けて、確実な土量を求

めるための調査を行った。その結果に基づき全面調査を実施した。調査は、兵庫県教育委員会埋蔵文化

財調査事務所復興調査班が担当した。通常の調査形態と同じく1パーティー2名が担当者として調査に

従事した。この年度は兵庫県にとって（ある意味で埋蔵文化財行政にとって）特別な意味をもつ年度で

あった。未曾有の被害を出した阪神淡路大震災の復興調査が開始された年で、全国から埋蔵文化財専門

職員の支援を受け、発掘調査を開始した行政の垣根を越えて調査組織が形成された初年度であった。そ

の調査の1つとして、調査が行われたのが貴船神社遺跡であった。貴船神社遺跡は兵庫県の受託事業で

あったことから、兵庫県の職員と支援職員がペアを組んで調査を行うこととなった。全般を通じて調査

を担当したのは、香川県教育委員会から支援に来て戴いた木下晴一氏である。復興調査班全体の調査計

画の都合から兵庫県職員は8月に交代している。前半を池田が、後半を渡辺が担当した。

晩夏の残暑厳しい頃から、炉跡が検出され兵庫県で最大規模の製塩遺跡であることが判明した。その

段階で兵庫県洲本土木事務所と遺跡保存の協議に入った。兵庫県洲本土木事務所の理解を得て、設計変

更による一部保存が可能となり、その方法やその後の活用方法等についても協議事項として検討された。

地元の意向も酌み、より良い「緑のみちしるべ」として活用することを前提として、南西部分の炉跡集

中部分の現地保存が確定した。工事に支障のない最低限の範囲を決定し、削平される部分については下

層まで調査を実施した。保存が図れる部分については上層の部分で調査を終了している。現状保存した

遺構を屋外展示する方法も考えたが、他遺跡の事例や当事業の性格から十分に利用されるとは思われな

いので、埋め戻して地下で現状保存し、別の形で活用できるよう、検討委員会を設置することとした。

保存活用を図るための方法や施工については、引き続き協議事項となった。

調査は一部にしても保存という、復興調査関連として最高の結果となった。当初の予定の計画を大幅

に変更し、野島海人と製塩遺跡（貴船神社遺跡）を中心とした「緑のみちしるべ」となることとなり、

公園として残されることとなった。

写真3　調　査　風　景



一部保存が決定したものの、全体的に遺跡は広がり、製塩土器の堆積は厚く、密度も高く調査は思う

ように進まなかった。明確な炉跡と断定できないものの、多量の被熱した礫群があり、その検出作業と

写真撮影・実測などの記録作業に追われることとなった。調査終了まで、慌ただしい状態で日々が経過

していった。その中に新たな事実を掴む資料もあろうと思い、少しでも多く資料化に努めた。10月29日

の祝日に現地説明会を開催し、地元の方々を中心に遺跡を見て戴いた。遠く名古屋から山口県までの方々

が来跡され、遺跡を見て戴いたことには驚いている。多数の学識経験者や研究者の方々にも足を運んで

戴き、多くの教示を得た。十分に成果に反映出来たか、不安である。

現地説明会終了後、保存部分については最低限の断ち割り作業などを行った。それ以外の地点につい

ては下層の調査を行った。現地説明会以前に負けず劣らずの忙しい状況で、無事調査を終えることが出

来た。12月20日に全ての器材・出土遺物を搬出し、調査を終了した。

調査の組織

調査主体　兵庫県教育委員会

調査事務　兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所

所　長

主任調査専門員

総務課　　　課　長

事務職員

復興調査班　　　調査専門員

主　査

主　査

青木　正之

大村　敬通

石井　守

飯尾　彦人

山本　三郎

水口　富夫

村上　泰樹

調査担当　兵庫県教育員会埋蔵文化財調査事務所

復興調査斑

主　査

主　任

技術職員

調査参加者

渡辺　昇

木下　晴一
写真4　現地説明会風景

池田　征弘

前田　陽子・浜田　政美・菱谷　正代・菱谷　久美・小東　憲朗

森脇　京子・裏戸　篤子・土井　純子

作業委託　　　　（株）橋詰建設

現場代理人　向原　養親

4．整理作業の経過

整理作業は、発掘調査と平行して実施した。貴船神社遺跡発掘調査事務所で水洗い作業をはじめた。

しかし、量が多いことから、すべての作業を行うことはできなかった。一部の水洗い作業と土器の補強

作業を行った。

整理作業の委託契約は平成10年度から、発掘調査と同様に兵庫県土木部洲本土木事務所と兵庫県教育

委員会の間で交わされ、平成12年度まで3カ年にまたがって作業を実施した。平成10年度は主に水洗い
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作業と注記（ネーミング）作業を行い、翌平成11年度は接合作業から実測作業・一部の写真撮影を行っ

た。平成12年度は調査報告書刊行までの作業を行った。

水洗い作業と注記（ネーミング）作業は兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所魚住分館で行い、そ

れ以降の作業は兵庫県教育員会埋蔵文化財調査事務所で実施した。整理作業は調査担当者が行ったが、

作業の管理工程は整理普及班職員によって行った。平成10年度は主査　村上賢治、平成11年度は主査

森内　秀造・菱田淳子、主任　中村　弘、平成12年度は主査　岡田章一・菱田淳子の指導によるもので

ある。また保存処理は整理普及斑　主査加古千恵子・技術職員岡本一秀によるものである。

各年度とも調査担当者は他遺跡の発掘調査を担当しており、十分な整理作業における進行を推し進め

ることはできなかった。各年度の整理普及姓職員の協力と実作業を行って戴いた嘱託員の努力によるも

のである。感謝致します。

調査の組織

調査主体　兵庫県教育委員会

調査事務　兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所

平成10年度

所　長　　　　寺内　幸治

副所長　　　　木下　猛

副所長　　　　大村　敬通

総務課長　　　岩澤　重則

整理普及班　調査専門員　　岡崎　正雄

主　査　　　　森内　秀造

主　査　　　　村上　賢治

平成11年度

寺内　幸治

吉田　昇

大村　敬通

岩澤　重則

岡崎　正雄

森内　秀造

菱田　淳子

平成12年度

寺内　幸治

吉田　昇

大村　敬通

森　　俊彦

岡崎　正雄

岡田　章一

菱田　淳子

調査参加者（兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所　　　嘱託員）

平成10年度

中村　睦・川上　啓子・家光　和子・小林　俊子・伊藤　ミネ子・衣笠　雅美・長谷川　洋子

江口　初美・渡辺　二三代

平成11年度

八木　和子・尾鷲　都美子・平松　ゆり・高田　健一・吉田　優子・木村　淑子・竹内　泰子

横山　キクエ・前田　千栄子・鈴木　まき子・小寺　恵美子

平成12年度

八木　和子・村上　京子・前川　悦子・眞子　ふさ恵

西口　由紀・竹内　泰子・中田　明美・西野　淳子

横山　キクエ・中西　睦子・嘉戸　篤子・宮野　正子

前田　恭子・神田　妙子

〔保存処理担当　嘱託員〕

栗山　美奈・和田　須佐子・藤川　紀子・前川　悦子
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Ⅱ．位置と環境
1．地理的環境

淡路島の北部は、北東一南西方向へ細長く延びる山地と、両側の山麓域に幅狭く付着する丘陵と台地・

低地から構成される。この山地は両側が急斜面をなし、山頂部に緩やかな走高性（標高200～300m）の

ある小起伏の地形が広がる。地塁性の山地の典型例である。この急斜面の基部には活断層が発達し、西

側が野島断層や浅野断層、東側が楠本断層や東浦断層によって限られている。

貴船神社遺跡は、津名郡北淡町野島平林に所在する。遺跡は簸川と呼ばれる小河川の河口左岸付近で、

播磨灘と東側丘陵に挟まれた幅80m程の緩斜面に位置する。調査前の地目は、淡路島北部に多く見られ

る斜面に造られた棚田であった。標高は4．6～6．8mを測る。遺跡の西側は播磨灘に面し、北は明石市の

林崎付近から姫路市にかけて、西は家島諸島や香川県の小豆島を、また、よく晴れた日には四国山地を

遠望できる。北5km程には、潮流が強いことによって瀬戸内海航路の難所のひとつとされる明石海峡が

ある。

調査中、地元の方との雑談の中で、西浦（津名郡の西側沿岸部）の冬季の寒さが厳しいことをよく聞

いた。瀬戸内海沿岸の港湾や集落は冬季の北西季節風を避ける位置に立地する傾向があるが、この地で

は播磨灘を渡る北西の季節風をまともに受けることが原因であろう。このような自然条件の厳しさの反

面、前面の海域に所在する「鹿の瀬」と呼ばれる瀬戸内海最大級の漁場という豊かな恵みもある。「鹿

の瀬」は東西約20km、南北5kmの範囲の浅瀬で、多くの魚類が生息し、ここから網漁の際に弥生時代以

降の飯蛸壷などが多量に引き上げられている。これら「海あがり」資料は北淡町立歴史民俗資料館など

に収蔵されているが、多量な遣物は当地において古来盛んに漁労活動が行われたことを示している。

貴船神社遺跡は、1995年1月17日早朝に発生した兵庫県南部地震の発生源となった野島断層の至近に

所在する。野島断層はN600　E方向に約7kmの長さにわたって直線状に延び、三角末端面のほか、河谷

の系統的な屈曲や段丘面の切断などの典型的な断層変位地形が認められる。図5は文献3に掲載される

図に遺跡位置などを加

えたものである。文献

3によると簸川河岸に

は3面の河成段丘が分

布する。上位の面には

AT（姶良丹沢火山灰）

が堆積しており、3面

の形成時期はこれより

新しい。これらは断層

活動によって、段丘面

に南東側隆起の鉛直変

位と右横ずれ方向の水

平変位が認められ、上

位の面では鉛直約9．5

m、水平方向約20mの
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変位量を測る。また、簸川河谷も断層によって屈曲している。なお、砂利採取後に造成された水田にお

いて（図中A地点）、兵庫県南部地震の際にきわめて明瞭な低断層崖がN400　E方向に約60mにわたっ

て出現した。畦道には南東側隆起1．2m、右ずれ2．1mという変位量が認められた。なお、この低断層崖

は水田復旧工事により現在は消滅している。

遺跡の東側には貴船神社（通称寄神）が鎮座している。現状では孤立丘のような形状を呈するが、東

側背後の砂利採取によるもので、元は断層の前面に付着する丘陵（小倉礫層）の先端部に鎮座していた。

背後の山地は風化の進んだ花崗岩からなり、昭和40年代後半以降に関西新空港などの埋め立てのため大

規模な砂利採取が行われ、山容を一変させている。また、小倉礫層は大阪層群に含められ、中～大礫大

の円～亜角礫が主体で砂岩、酸性火砕岩類、チャート、花崗岩類などからなる。貴船神社遺跡で検出さ

れた製塩用の炉に用いられた石材の供給源と考えられる。

遺跡は砂層上に立地する。遺跡東北端での砂層の厚さは約3mで、以下に大阪層群が現れる。砂層は

幾層にも細分され、河川の影響によるもの（分級されていない、砂粒が角張る）、風成のもの（淘汰さ

れる、多数の薄層よりなる）、海成のもの（級化あり、砂粒が円磨される）が複雑に堆積している。砂

層中にはよく円磨された細～中礫が薄層となる部分があり、満潮時の海岸線付近に見られる礫層（ビー

チグラベル）と考えられる。このように砂層は遺跡北側の簸川の影響、播磨灘の影響と季節風などの風

の影響などにより形成されている。

遺跡は現状では播磨灘から最短で30m程の地点に位置し、地山中のビーチグラベルの存在から、遺跡

の年代においても海岸から至近に位置していたと判断できる。しかし、淡路島北部においては浸食によ

り海岸線が後退していることが指摘されている。文献3では、1836（天保7）年に山瀬佐蔵が中心となっ

て完成させた「分限絵図」に記される寺社と1985年作製の1／25，000都市計画図との比較から、北淡町育

波から岩屋町岩屋までの海岸線は最大70m近い後退が認められ、貴船神社でも約11mの後退が認められ

ると指摘している。また、『昧地草』（1857年）などの近世地誌には地震の影響による陸城の消滅の伝承

を記載しており、現在の景観が遺跡の年代における状況をどの程度反映しているのか不明である。

なお、土層の観察には立命館大学助教授（当時）高橋学氏のご教示を得た。

参考文献

1．竹内理三ほか編『角川日本地名大辞典　28　兵庫県』角川書店1988

2．今井林太郎ほか編『日本歴史地名大系第29巻I　兵庫県の地名』平凡社1999

3．水野清秀・服部仁・寒川旭・高橋浩『明石地域の地質．地域地質研究報告（5万分の1地質図幅）』

通商　産業省工業技術院地質調査所1990

4．中田高・岡田篤正編『野島断層【写真と解説】兵庫県南部地震の地震断層』東京大学出版会1999
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2．歴史的環境

貴船神社遺跡の所在する津名郡北淡町野島は旧国でいうと淡路国になる。淡路国は京都の御食国とし

て多くの食料を供給していたと思われる。同様に奈良時代に塩を献じていたことが記録に残されている。

記紀にも野島海人として早くから記されており、長期間にわたって記載が認められる。百人一首を編纂

した藤原定家の詩として『こぬ人を　松帆の浦の　夕凪に　やくやもしはの　身もこがれつつ』で代表

されるようにこの地域一帯は塩づくりをしていたことが予測されていた。その裏付けとして周辺で製塩

土器が多くの地点から採集されていた。しかし、明瞭な遺構は検出されることなく、沼島（三原郡南淡

町）で炉跡と思われる石組が確認されていた程度であった。製塩遺跡の実態はなかなか明らかにはでき

なかったが、淡路島各地で製塩土器が採集・出土することから、淡路考古学研究会をはじめとする淡路

島の研究者によって製塩形態などが製塩実験を含めて論じられていた。そのレベルは全国的にみても高

いもので、実際の製塩遺構の検出が期待されていた。

淡路島はオノゴロ島と呼ばれ国産みの島として知られている。しかし、古い時期の遺跡は余り多く知

られていなかった。最近の大規模調査で各時代の各種遺構や遣物が出土し、淡路島の歴史も多くの事実

が加えられ、新たな検討をする時期にきている。

旧石器時代の遺物は単独出土例が多かったが、三原郡三原町長原遺跡で国府型ナイフや翼状剥片がま

とまって出土している。地質学的な層位は明確にされていないが、良好な資料である。続いて津名郡淡

路町のまるやま遺跡で縄文時代草創期の遺物がまとまって出土している。有舌尖頭器を含む石器群が出

土している。縄文時代になると、今まで地道な採集資料から瀬戸内海文化圏の一翼で、同様な変化を辿

ると考えられていたが、洲本市武山遺跡以外余り良好な資料はなかった。津名郡東浦町佃遺跡の発掘調

査によって、大きく塗り替えられた。兵庫県を代表する縄文遺跡であるが、居住域が火山灰などの層位

学にも調査されている。貯蔵穴も確認され、出土遺物から当時の食生活も復元されつつある。各種自然

遺物も多くの事実を伝えている。

弥生時代になると、淡路島を代表するものとして青銅器がある。銅鐸・銅剣の出土量は兵庫県の中で

は高率を占める。特に南淡路の出土例は高率であり、複数出土例もあり注目される。前期の遺跡は洲本

市竹山遺跡の方形周溝墓で代表されるが、それ以外にも洲本市下内膳遺跡などがあるが、まだ島内に普

遍的であるというほど分布していない。

中期になると、遺跡数は増加するものの微増である。中期後半になってやや増加する。洲本市下内膳

遺跡や披毛遺跡などが相当する。全体的には中期末から拡大する。津名郡では丘陵上に遺跡が立地され

るようになる。代表的な集落である舟木遺跡も本格的　「ハ

に生活を営みはじめる。洲本市でも大森谷遺跡など丘

陵上の遺跡がしたの平地から上がってきているが、本

格的には後期になってからである。北淡路では、舟木

遺跡を核とし、多くの集落が営まれる。播磨灘を望む

丘陵上に生活基盤を置いているのは衆目される。東浦

町では大阪湾を望む地点に集落が築かれている。現状

では西浦の方が圧倒的に集落規模が大きいように思わ

れる。標高の高い部分にも遺跡は存在している。これ
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1．貴船神社遺跡　2．向遺跡　3．平林遺跡　4．大川遺跡　5．轟木遺跡
6．大石遺跡　7．小代呂遺跡　8．官ノ前遺跡　9．石田北遺跡10．上ノ閑地遺跡
11．将軍遺跡12．舟木遺跡13．尼ケ岡遺跡14．禿山遺跡15．白山真土遺跡
16．今出川遺跡17．引野遺跡18．並松遺跡19．個遺跡　20．井上遺跡　21．楠本塩入遺跡
22．楠本下林遺跡　23．まるやま遺跡　24．岡山遺跡　25．土穴遺跡　26．セサブ遺跡
27．石の寝屋古墳　28．ナキリ遺跡　29．給田遺跡　30．小磯遺跡　31．江崎遺跡　32．梶取遺跡

図6　責船神社遺跡の位置と周辺の遺跡
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ら集落の大きな特徴は、基本的に古墳時代に継続しないことである。また、古墳をほとんど築いていな

いのも特徴的である。

貴船神社遺跡では弥生時代前期の可能性のある土器片と中期後半以降の土器が出土している。中期の

土器はほぼ完形であり、この時期の遺構は検出していないものの、この頃から生活をはじめていること

は確実である。同じように野島から富島までの海岸部の砂堆上や微高地上に営まれた遺跡から土器の出

土は確認されているが、集落は確認されていない。住居跡は尾根上の舟木遺跡や久野々遺跡などで検出

されている。集落規模は100棟を超える可能性が高い。北側では明石海峡を望む尾根上に遺跡が営まれ

ている。塩壷遺跡や塩壷西遺跡・丸山遺跡などである。ほぼ後期を中心とした単純遺跡が広がっている。

古墳時代になると遺跡の密度は疎密になる。明確な前期・中期古墳は確認されていない。唯一洲本市

で三角縁神獣鏡がコヤダニ古墳から出土しているが、出土状況や共伴遺物などから古く遡ることに疑問

を持つ声も聞こえている。五錬銭を出土した洲本市宇山牧場1号境もあるが明確でない。最近、北淡町

で前方後円墳の可能性のある古墳が再発見され注目されている。『昧地革』に記載されていたものを貰

益巳氏によって再発見されたものである。周辺にも同時期の古墳が存在している可能性があり、今後の

詳細な調査に期待される。津名郡では、一宮町の郡家古墳が古い段階の古墳である。それ以外はすべて

後期古墳に属するものである。淡路町の石の寝屋古墳は大型石室を主体部とするもので注目される。2

号項も存在するが、単独項の状況を示している。北淡路を代表する古墳である。全長5．3m、最大幅1．3

mの大型横穴式石室で明石海峡を望む好位置に立地していることから、関連氏族の墳墓と考えられてい

る。津名郡では古墳は稀少である。津名町の奥穴見古墳や黄近調査された北淡町の築鼻山古墳群ぐらい

で、常に見学できる横穴式石室は石の寝屋古墳だけである。西浦の南側の一宮町と五色町にかけて大型

の石室が存在した可能性がある。一宮町福浦寺に家型石棺の蓋が安置されている。また、五色町都志の

石権はその石棺身ではないかと考えられていた。ところが、石檀周辺が公園として整備されることにな

り、確認調査を実施したところ、新たに棺蓋が隣接して出土した。セットとなるもので淡路を代表する

石棺資料となった。現況では津名郡であるが、周囲の古墳分布を見る限り、北側に続いていると断言は

不可能である。現状の事実からは西淡町にかけての横穴式石室分布地域の北端と考える方が妥当かと思

われる。五色町では最近の調査で弥生時代から古墳時代にかけての集落が多数確認されつつあり、津名

郡北側の丘陵上の集落とは異なる集団が存在した可能性も想定できる。

写真7　石の寝屋古墳
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Ⅲ．調査成果の概要

1．調査の方法

兵庫県における発掘調査は「受託」という手法によって行われる。これは調査に伴う掘削や仮設の作

業を土木業者に請け負わせる手法で、重機による掘削分と作業員による掘削分に分けて掘削土量を設計

し、実際の掘削土量の出来高によって工事費を支払うものである。このため調査前、機械掘削の終了時、

人力掘削の終了時に掘削断面の測量を行う必要がある。

貴船神社遺跡では、調査区の西側の県道福良江井岩屋線を基準に、それと直角方向に掘削断面の測量

を行う設計であったため、これと合わせて調査用のグリッドを設定することとした。調査区西北端にA

l杭を設置し、南方向に10mの間隔でAl～A6杭を、東方向にも同様にAl～Dl杭を設置し、10m

四方のグリッドを設定し、グリッド名は西北隅の杭名で呼称することとした。各杭の公共座標値を求め、

Alは国土座標第Ⅴ系のX＝－157．1540810、Y＝58．2979049、A6がX＝－157．1990290、Y＝58．2760029を得た。

このためグリッドの南北方向は国土座標北から東に25度58分43秒振った方向となる。

遺物はグリッドと層位によって取り上げることとし、製塩土器が集中する地点ではグリッド内に2×

2mの小グリッドを設定した（小グリッドはグリッドの西北隅を（1）とし、東方向に（1）～（5）、（1）の南

側を（6）とし、東方向に（10）というように（25）グリッドを設定した）。以上の方針で、製塩土器の廃棄の単

位の把握などを試みたが、層位の把糎や記録などに手間取り、調査中に生じた様々な疑問点を充分に解

決することは出来なかった。

2．層序

地理的環境で述べたとおり、調査地は3つの異なる営力からなる砂層が複雑に堆積して形成されてい

る。このため細かな層相の違いを捨象して、巨視的に層序を把握するように努めた。調査区北壁、3ラ

インの東西断面図とBライン、調査区東壁の南北断面図をもとに作製した調査区北半のパネルダイアグ

ラムによって層序を解説する。

調査区は巨視的に南北4列の水田に造成されている。切り土と盛り土で造成されており、西端では包

含層の上部は削平を受けている。B列のグリッドに重なる西から2列日の水田も、東側では包含層上部

は削平されていると考えられる。西側は最も包含層の残りの良い部分である。完全な形の石敷炉の大半

は、西端の水田との段差上段付近で検出されているが、このことと包含層の残存状況とは関係があると

思われる。

①A層は丸底Ⅱ式の製塩土器細片を多量に含む黒褐色礫まじり砂質土層である。後述する石敷炉は、

この層の中位と②層の上面付近で検出したため厳密には細分される。局所的には分層できるが、一時期

の面として把握することはできなかった。製塩土器片は部分的に廃棄ブロックと思われるまとまりが存

在するものの、土器片包含率は『標準土色帖』に示される面積割合で10～20％程度であり、巨視的には

ばらまかれたような状況で堆積している。調査時には、砂層上は歩きにくく、作業床を固める目的で意

図的にばらまいたという印象を持った。①A層は南側は調査区外に広がるが、調査区北には広がらない。

また、西側は削平され、本来の範囲は不明である。②層は主として脚台式～丸底Ⅱ式の包含層、③層は

主として脚台式～丸底I式を包含する。両層とも土壌化している。④層はSX05の埋土（西側の立ち

－13－
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上がり不明瞭）である。⑥層は礫まじりの遺物包含層である。通常の集落遺跡に見られる土器片が多く、

製塩土器はほとんど含まない。③層との層位関係は明確でない。⑤A層、⑤B層は地山と判断している。

3．全面調査の概要

調査期間約5カ月を費やして、1790I正の発掘調査を実施した。その結果、県下ではじめてまとまった

炉跡群を検出することができた。時期も古墳時代後期の単独時期ではなく、古墳時代中期から奈良時代

にかけての遺構が調査された。出土遺物はさらに遡り、縄文時代後期からのものが確認されている。

炉跡は22基確認しているが、被熱した礫群は多量にあり、本来この数倍の炉が築かれていたことは想

像に難くない。小型の集石は至る箇所で検出されている。炉跡の中には複数で有機的な関係があると認

められるものもあり、粘土を貼った土坑とともに塩づくりの過程を検討する良好の資料である。製塩炉

は円形や楕円形・隅円長方形の平面形態をした石敷炉が主体である。それ以外は、石を立てて使用した

石囲炉や石を2列やH形に配置した石敷炉もある。22基のうち石囲炉は3基、石を配置する石敷炉は2

基である。類似しているが、周囲に円形に並べ中央に強く被熱した礫を配する炉跡も1基調査している。

石を並べた炉跡は下層から検出されており、古い段階の炉跡である。丸底I式期の炉跡で、他は丸底I

～Ⅱ式期の遺構である。

炉跡周辺には土坑も数基確認されている。特にSLOl～05横にある粘土を敷いた土坑は採鹸土坑

と考えられる遺構である。一体で塩づくりの過程を想定できる。他にも粘土を貼った長方形の土坑があ

る。これは炉跡と直接には結びつかないが、製塩過程の遺構であろうと思われる。

炉跡群の遺構面は製塩作業による土器廃棄層になっている。包含層の上に遺構は築かれている。それ

以外に落ち込みに土器を廃棄している部分もある。一部廃棄ブロックを把握できるところもある。下層

の遺構面でも廃棄用の落ち込みがあり、他に溝が海岸線に平行に掘られている。埋土には丸底Ⅱの土器

が多量に入っていた。

他の遺構として竪穴住居跡が2棟、石棺墓が1基調査されている。
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図10　上層遺構　平面図
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図11下層遺構　平面図
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Ⅳ．遺 構

1．炉跡（SL）

被熱した礫群はほぼ全面で確認している。この中の大半は炉に伴う礫と考えられるが、すべてを断定

することは不可能であった。単位として確実にまとまりのあるもののみを、炉跡として抽出した。同様

に単位としてはまとまりがないが、本来単位としてあったものが、後世の改変で疎らになったと断定で

きたものは炉跡として認定している。確定したものは22基である。当然他にも炉跡と考えられるものも

あるが、図を提示するにとどめる。調査段階でも礫群が集中している地点と、その中で空白部分が存在

しており、炉とその工程過程や炉とその間の通路などと想定した箇所もある。今回は未確定なため、各

礫集中地点の資料を図化したものを報告する。

炉跡は多量の廃棄された製塩土器の層の上に築かれている。同じように炉跡も数回の改修を行って使

用に供していたようである。廃棄段階で放棄した炉跡の上に新たな炉跡を構築している例もある。調査

1

1

1

1

1

1

B

一一偲短劾哺翻勿痛㊦♂

1m

t I．l l l　　　　　　＿＿　！

図12　S L Ol　実測図

区南西部は炉跡が集中しており、その状況

が明確である。その意義もあって、南西部

分は保存されることとなった。そのため、

最低限の断ち割りしか行っていない。炉跡

以外に採鹸関連の土坑と思われる遺構もあ

り興味深い。

①　S L Ol

調査区南西隅の製塩炉集中部分で検出さ

［れた炉跡である。近接して北側にSLO2

が、南側にSL16が、東側にSL05が

存在している。一般的な（典型的な）石敷炉

である。隅円長方形のプランで、長辺140

cm、短辺92cmを測り、主軸方向はN640W

である。

この炉跡も修復されたものと思われ、西

く　　　側に円形のプランが看取される。僅かに円

形の中央部分がレンズ状に凹んでおり、礫

もまとまりがある。被熱の状況も似通って

おり、花崗岩はポロポロになっている。こ

の円形部分の東側に礫を付け足して隅円長

方形にしている。大半の礫は拳大からやや

大きめの石であるが、端から2石目は大型

の石材が使われている。また、この石は角

礫であることも特徴的である。西側が小型

で集中して密度が高いが、東側は石材が大

－19－
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－20－



型で密度も低くなっている。幅も東側の方に向かってやや細くなっていく。被熱状況も弱く、炉跡の中

で変化がある。

②　s L O2

調査区南西隅の製塩炉集中部分で検出された炉跡

である。西側の水田の開削によって大きく手が加わっ

ている。削平された部分が多く一部が残存している

にすぎない。そのため、炉跡の形状などは不明であ

る。残存する長径は75cm、短径は50cmを測る。近接

して東側にSL03が、南側にSL Olが存在して

いる。やはり、下層には多量の製塩土器が廃棄され

た状況で出土しており、直接この炉の時期を決定資

料にするのは困難である。遺構面からは周辺の炉跡

群と有機的な関連があるものと思われる。現況から

は円形にはならないかと思われる。礫の集中度はそ

う高くはなく、部分的に下の土器廃棄面が見られる。

礫のレベルがレンズ状にならずに、高低差があるこ

とから、SL05のような円形にはならないと考え

る。火を受けた状況は他の炉跡と変化はない。ただ、

礫群のまとまりがあることから、炉跡の一部と考え

て問題ないものと思われる。石材も他の炉跡同様に

数種の石材が使われている。
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図14　S L O2　実測図
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図15　S L O2・S L O3　出土遺物実測図

③　s L O3

SL02などと同じく調査区南西隅の製塩炉集中部分で検出された炉跡である。南西方向に近接して

SL02とSL15が築かれているが、同時期に操業したかは不明である。特にSL15は確実に下層

で検出しており、1時期古い段階の炉跡である。南側に約1．5m離れたSL Olは同時操業の可能性の

高い炉跡である。SL05も含めて複数で有機的な関係にあったものと思われる。平面形は隅円長方形

の石敷炉である。西辺はやや直線的であることが特徴である。長径は140cm、短径は115cmを測る。

南側に位置するSLOlとはいろいろな面で類似点が多い。規模においても、構築方法においても、

－21－



被熱状況においても似通ってい

る。長さはともに140cmと同じ

で、その構築された位置関係に

おいても2基は同時併存し、さ

らに有機的に関連のある炉跡と

考えられる。短径は本炉跡の方

が規模が大きい。S L Olが円

形に作り足したような状態であ

るのに比べて、当初から計画的

に築かれたようである。ただ、

平面プランはSL Olのように

細くならず、僅かにすぼまる程

度である。東側が細くなるのは、

炉跡の機能として意味があるの

かもしれない。石材は花崗岩と

チャートなどを使用している。

石材の片寄りは認められない。

密度も極めて高い訳ではなく、

地面が見られる部分もある。炉

跡の上面は比較的レベルを揃え

ている。凹状にはなっていない。

平面プランは、大きくは隅円

長方形であるが、前記したよう

に幅に変化がある。西側の海浜

部寄りの幅が多少広くなってい

る。幅の広い西側の方が直線的

である。それに対して東側の方

は弧を呈している。東側だけ掘

‾、、一一一・一一u也へ㊥「一　叫句払少
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図16　S L O3　実測図
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り方を検出している。石組の端

から0．6m離れており、掘り方としては大きなものである。この掘り方ラインを切ってSK03が築か

れている。本製塩炉を構築した後に採鹸土坑を築いたことになる。ただ、主軸方向はほぼ同じで、計画

的に構築されたものと思われる。掘り方内にも幾つかの礫が散布しており、作り直した可能性も考えら

れる。同様に石組南側にも礫が見られる。ただ、中央部分の断ち割りを行ったが上下関係での作り直し

は見られず，同一平面での改築（修築）と考えられる。製塩炉の下部構造は明確ではなかった。
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④　S L O4

調査区南西隅の炉跡集中部分

の北端で検出された炉跡である。

SL O2同様に西側の水田の開

削によって削平されている。残

存状況は良好とは言えない。残

存する長径は65cm、短径は40cm

を測る。南側に約1．5m離れて

SL03が位置している。形状

は不明である。

⑤　S L05

やはり調査区南西隅の製塩炉

集中部分で検出された炉跡であ

る。円形の炉跡で、本遺跡の今

回検出した中で最も残存状況の

良好な炉跡である。平面形態は

円形を呈している。断面形状は

凹レンズ状の中央が窪んだ形で

ある。正円ではなく、多少歪ん

でいる。地点によって多少の数

値のばらつきはあるが、全体的

には、長径90cm、短径85cmを測

る。西側に約1．5m離れてS L

Olが位置しており、主軸方向

が同一であることや、平面的な

位置が並んでいることから、意

図的に配置された関連の深い同

時操業した炉跡と考えられる。

明確にこの炉跡から出土したと

断定できる遣物はない。

石材は他の炉跡と同じく花崗

岩とチャートの両方が使われて

いる。特に石材によって位置を

決めている状況ではない。
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⑥　s L O6

調査区南西隅の製塩炉集中部分で検

出された炉跡である。正円より僅かに

楕円形の炉跡で、SL05の南側約1

mと近接している。形状的にはS L0

5と類似しており、位置も並んでいる

ようにも見えるが1段階古い時期の炉

跡ではないかと思われる。S L05ほ

どではないが、残存状況の良好な炉跡

である。断面形状は凹レンズ状の中央

が窪んだ形である。正円ではなく、多

少歪んでいる。地点によって多少の数

値のばらつきはあるが、全体的には、

長径95cm、短径80cmを測る。明確にこ

の炉跡から出土したと断定できる遣物

はない。

（∋　s L O7

B－4杭の北東側至近で検出した石

敷炉である。丸底Ⅱ式土器片を多量に

含む包含層中から検出した。石敷き部

分はほぼ完存する。炉1～5と比して、

やや小振りの礫を用い、径45～50cm程

の円形に、礫の平らな面を揃えて敷き

並べている。断面は中央部が最も低く、

浅い椀状を呈する。SL07は、完存

する石敷炉の中では最も北側に位置し、

炉01～06のように狭い範囲に集中

せず、やや離れた位置に単独で所在し

ている。

なお、本遺構は断ち割りなどは行わ

ず、現状で保存している。



⑧　s L O8

製塩土器の包含層中（図9の

①A、②層）には多くの中～大

礫の亜円～亜角礫が包含されて

いた。岩種は砂岩、花崗岩、チ

ャートなどで、被熱によって赤

変しているものが多くあること、

礫の分布に粗密があることなど

から、すべての礫についてでは

ないが、とくに（∋A層中のもの

は人間の行為（廃棄）の結果に

よる堆積と考えた。このうち石

敷炉の残骸の可能性のあるもの

00　0
Q）Qo Q

A

4．6m

A－

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1m
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図21　S L O8　実測図

二子；

がある。これは、ほぼ同じ標高で礫の平らな面を揃えていること、完形の石敷炉と同程度の規模に礫が

集中することなどが根拠である。なお、他の遺跡での製塩炉には礫に飴色の不透明な薄膜が付着してい

ることが確認されているが、貴船神社遺跡では、少なくとも肉眼観察では全く確認できなかった。

SL08は、B－4杭の東4．5m北3m付近の丸底Ⅱ式土器片の包含層中で検出した。南北1m、東

西0．4m程の範囲で15個程の礫が平らな面を揃えて集中し、1つの礫は赤変している。この周辺での礫

の分布状況とも合わせ、石敷炉の残骸と判断した。

⑨　s L O9

B－4杭の西南至近で検出した炉の残骸である。他の石敷炉と異なり丸底Ⅱ式土器包含層の下面の黒

褐色砂質土層上面で検出した。西側は削平されているため本来の規模は不明であるが、長軸2m、短軸

1mの範囲に礫が集中し、半分は赤変している。当初は、原位置から動いた可能性の高い礫を除くと2

列の石列が復原できると判断していた。これは図22で断面図を作製した礫の並びと、北側に80cm程離れ

てほぼ平行に並ぶ礫の並びである。そしてSL09については貴船神社遺跡での他の石敷炉とは異なる

タイプの炉と考え、類例を山口県波雁が浜遺跡で検出されている石囲炉に求めていた（注1）。

波雁が浜遺跡で検出されている石囲炉は、長さ約2．35m、幅約1．0～1．5mで、長辺側に角礫の内側の

面を揃えて並べたもので、礫の内側の面はかなり焼けただれていると報告されている（注2）。

しかし、その後の検討によって、SL09の場合は礫の平らな面を高さを揃えて並べており、波雁が

浜遺跡の炉のように、礫の内側を揃え上面は特に揃えられていない形状とは異なっている。貴船神社遺

跡で検出された他の石敷炉と同じ形状の炉の残骸と考えたほうが妥当であろう。また、現地説明会では

SL09を検出層から丸底I式期のものとしたが、明確な根拠はなく、丸底I式もしくはⅡ式の炉と訂

正する。

（注1）兵庫県教育委員会「貴船神社遺跡現地説明会資料」1995

（注2）本村豪章・小野忠輿「波雁が浜遺跡」『宇部の遺跡』宇部市1968

－25－



図22　S L O9　実測図

⑬　s Ll O

B－4杭の東7m、北2．5m付近の丸底Ⅱ式土器片の包含層中で検出した。径50cmの範囲に10個程の

礫が平らな面を揃えて並んでいる。半分は赤変している。礫は疎らであるが周囲の礫の分布状況から面

を揃える礫が集中すること、他の円形の石敷炉と規模が似ており、礫の並びも円形に復原できると考え、

積極的に炉の残骸と判断した。

－26－
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調査区中央に近いB－4区で検出された

炉跡である。東側一帯にも多量に被熱した

礫群が広がっているが、明確に炉跡と判断

できるものは存在しない。西側にSL08

が2m離れて存在している。その2基の炉

周辺は僅かに落ち込んだ地形となっており、

やや廃棄された製塩土器の量は増えている。

他の落ち込みのように明確な落ちは示して

いない。

平面の形状は円形である。径100×90cmと

正円ではなく、やや歪である。また、直径

部の断面形態も他の円形の炉跡のようなレ

ンズ状にはなっていない。中央と周囲の礫

がほぼ同じレベルである。周囲に円形の石

組を施し、中央に周囲より1回り大きな礫

を1石配置している。中央の礫は周囲の礫

より、強く火を受けている。石材が花崗岩

であることから、なおさら高熱を受けたよ

うに見えるのかもしれない。が、現況では

被熱の状況は強いと思われる。

今回の調査では、この炉跡だけで他に類

似する炉跡は確認されていない。石列だけ

が検出されていることからも、1段階古い

時期と考える方が妥当であろうか。

⑪　s Lll

南西隅の炉跡群の北側で確認された炉跡

で、石囲炉である。南西隅の炉跡群がすべ

て石敷炉であるのに対して、数少ない石囲

炉である。規模は小さく、残存長で長辺が

65cm、短辺が55cmを測る。平面長方形です

べてが残っているわけではないが、平面規

模はほとんど変わらないのではないかと推

定される。石材は縦積みで利用している。

石材は床面より上の方が強く焼けている。

石敷炉と比べて石材は大きなものを使って

いる。

○
◎

◎ ＿∴ノー一一／
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⑫　SL12

Bp5杭の西1m、北2m付近で検出した石敷炉である。SL13と接するが切り合い関係がありS

L13が新しい。丸底Ⅲ式土器包含層の下面の黒褐色砂質土層上面で検出した。西側は削平されている

ため本来の形状は不明であるが、礫の並びから径40～45cmの円形のものと考えられる。他の石敷炉と同

様に、礫の平らな面を高さを揃え、浅い椀状に敷き並べている。全体の1／5の礫は赤変し、花崗岩質の

ものはポロポロになっている。SL12は後述のSL13とともに黒褐色砂質土層上面で検出したが、

石敷きの外周の10cm程外側を巡る掘り方を検出している。炉の現状保存のため断面調査を行わなかった

から確認は出来ていないが、本来は浅い窪みを掘り、底部に石を敷き並べる構造であったと推定される。

⑬　SL13

SL12の南西に接して検出した石敷炉である。西側は水田造成により削平されているため本来の規

模、形状は不明である。円形であったとすると径50cm程に復原できるが、平面形状から隅丸長方形であっ

た可能性がある。SL12とはほとんど同じ標高で築かれているが、礫の並び方の切り合いからSL13

が新しい。一辺20cm程の角礫など相対的に大きな礫を含み、半分は赤変している。

SL13も検出した状態で保存している。

写真8　調　　査　　風

－29－
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図26　S L14　実測図

図27　S L14　出土遺物実測図

⑭　SL14

調査区中央部のB－4区で検出

された炉跡である。周囲の礫は多

く分布しているが、明瞭な炉跡は

存在しない。板石を立てた石囲炉

である。西側に開口する炉跡であ

るが、南側は欠損している。北壁

も開口部に近い部分は残りが悪い。

床面の焼成状況などから、平面規

模は現状で計測できるものと思わ

れる。奥に当たる東壁は2石で構

成されており、幅36cm、高さ14cm

を測る。高さも2段以上にはならないと思われる。床面の規模は36×25cmと狭小である。床面部分は製

塩土器の廃棄層になっていることは他の炉跡と共通している。炉跡の堀方は明確には確認できなかった。

損壊を受けている南壁周辺には須恵器が集中して出土していた。図化した提瓶（6）をはじめ嚢の破片

が散乱していた。調査区東側の確認調査個所や調査区内でも標高の高い東側では須恵器が多く出土して

いることと関係があるかもしれない。耳環が出土していることも古墳が存在した可能性を想定させる。

－30－



損壊部分が、炉跡存続時期の後による要因の可能性を示している。

また、開口部手前から出土したフイゴ羽口の存在は注目される。包含層や炉周辺から鉄淳が出土して

いることも、遺跡内で鍛冶を行っている証拠になろう。

⑮　s L15

調査区南西部の炉跡集中部分で検出された炉跡で、SL02の下層に存在する。SL02と平面空間

を重複しており、SL03の南西コーナーとほぼ接しているが、レベルでは5～15cm下がっている。円

形の炉跡で、掘り方は長径1．1m、短径0．85mを測る。石敷きの規模は、長径0．9m、短径0．75mを測る。

石敷きの断面はレンズ状になっている。石の上面のレベル差で6cmの差がある。使われた石材は他の炉

跡と同様で各種石材が使用されている。他の炉跡と同じく廃棄土層の上に掘りこんで築かれている。さ

らに下層にも炉跡が存在する可能性があるが、確認はしていない。

1．黒色中砂（製塩土器多量に含有）
2．黒色中砂（土器少量）
3．黒灰色中砂 ‾、＼＼㊥物囁喝勿厭形相／（

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1m

l l l l l j　　　　　　　　　　！

図28　S L15　実測図
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⑬　s L16

調査区南西部の炉跡集中部分

で検出された炉跡で、主軸方向

をほぼ東西に持つ隅円長方形の

炉跡である。北側に0．5m離れ

てS L Olが、南側に0．2m離

れてSL18が位置している。

ただ，SL18とは掘り方では

切り合い関係があり、本炉跡の

方が新しい。掘り方の西側は確

実に把握することができなかっ

た。短径は1．1mを測る。石敷

き部分の長径は1．5m，短径は0．

8mを測る。石敷きの上面は比

較的平坦に組んでおり、断面は

凹状にはなっていない。

石敷きを詳細に観察すると、

SL Olと同じように円形の単

位が認められる。円形（長径0．

7m、短径0．65m）の炉跡が先

に存在した可能性が高い。ただ、

円形部分についても断面形状は

平坦である。掘り方も緩やかな

肩部を示しており、円形炉の掘

り方とは異なっている。SL O

lと同じく東側に大型の角礫を

据えており、共通している。

十

ぞ
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図29　S L16　実測図
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⑰　s L17

C－6区で調査した石囲炉跡である。調

査区南西部の炉跡集中部部からは東に離れ

ている。周囲には礫群はあるが、確実な炉

跡はなく単独で存在する。西側に開口する

石囲炉で，開口方向は一致している。SL

17は掘り方が明確で、奥壁の据え付けは

しっかりしている。奥壁は最大35cmの板石

1石から成っている。北壁を中心に削平を

受けている。床面には須恵器嚢の胴部が置

かれている。2次焼成を受けている。南側

壁裏からも出土している。他の炉跡と異な

り、炉跡内から遺物が出土している。須恵

器棄以外に土師器嚢・竃、製塩土器が出土

している。破片は比較的大型のものが多く、

一
．
．
．
．
1
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、
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、
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0　　　　　　　　　　50cm
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図30　S L17　実測図

廃棄状態ではないような気がする。他の炉跡のように丸底Ⅱ式の製塩土器が多量にあるわけではない。

製塩土器は、丸底Ⅱ式の鉢で口径12cmと大型である。竃はもちろんのこと、土師器嚢も製塩に関係する

土器と思われる。

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20cm

ll1－1i　　　　；　　　　　　　　i

図31　S L17　出土遺物実測図

⑬　s L18

調査区南西部の炉跡集中部分の1基である。北側の掘り方をSL16に切られている。南東側にはほ

ぼ接してSL19が築かれている。切り合いはあるものの、レベル的な差はない。南西側は調査区の壁

面になり、面的に全体像はつかんでいない。SL18とSL19の切り合いは明瞭でなく、2基を囲む

掘り方は確認している。両者の掘り方の規模は長径1．75mを測る。2基併存している可能性が高い。石

敷きの規模は長径0．8m、短径0．7mの歪な円形プランである。円形の炉跡であるが、断面は平坦で凹状
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にはなっていない。北端の礫だけは斜めの角度を持って配置されており、SL16によって立ち上がり

部分が削られたかもしれない。礫も密度がやや低く疎らである。礫の大きさは拳大と通常の大きさの石

材を使っている。

⑬　s L19

SL18の南側に位置する炉跡で、調査区外に続いている。5石だけを検出しているにすぎない。現

状では平面形を決することはできない。炉跡上面は平坦である。

；＝

題

二喜

SL18
4．8m

SL19　　A・
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図32　S Ll8・S Ll9　実測図

⑳　s L20

調査区北側のA－1区で確認した炉跡である。包含層の下層で確認している。周辺にも礫群が広がっ

ていたが、明確に石組みは確認できなかった。北側では数少ない炉跡で、さらに下層で確認した希少な

遺構である。平面プランはH字形をしている。石列は桐密ではなく、疎らである。石列の交差部分のみ

礫が集中している。礫の被熱状況は石敷炉と大差ない。規模は、長辺の東辺が1．7m，西辺が2．05m、短

辺が0．75mを測る。石材の種別にも変化はない。

－34－



⑰　S L21

調査区北側のA－2区の東側で確認された一部損壊を受けた炉跡である。礫の配置状況などからは長

方形のタイプであったと想定される。残存長は南北方向で1．1m、東西方向で0．65mを測る。東側の方が

礫の集中が顕著で重なっている個所もある。製塩土器廃棄層の上に築かれていることや、床面の焼成状

況などは他の炉跡と同じである。

西側に約1．5m離れて石棺墓（STOl）が築かれている。STOlには副葬品として丸底Ⅱ式の製

塩土器を埋葬しており、時期が確定されている。SL21はSTOlの前に築かれていることから、丸

底Ⅱ式より古いのは確実であるが、周辺の廃棄土器の時期からは大きな時期差はなく丸底Ⅱ式の範噂の

時期と思われる。

◎　　◎　恒

三　‾二　二三　二二ご

◎

①

1m

［．－．　題　l　；　　　　　＿　　　l

図33　S L20　実測図
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⑳　SL22

C－5区に位置する石囲炉である。今回

調査したなかでは、最も標高の高い位置に

築かれている。この地点の上方にも被熱し

た礫は存在するが、その集中度は減少する。

また、南西側に約6．5m離れてSL17が，

北東に約6．0m離れてS L14が築かれて

いる。ともに石囲炉で、貴船神社遺跡のな

かでは標高の高い地点に築かれるという共

通点を持っている。

平面プランは方形で、規模は小さな炉跡

である。東辺と南辺のすべては残存してい

ない。現況からは石材が完存していない両

側のいずれかに開口していると推測される

が、地形的には南側に開口している可能性

が高く、東壁は損壊を受けたものと思われ

る。ほぼ南北方向に主軸を有し、南北0．30

～0．40m、東西0．35～0．40mを測る。他の

石囲炉と比べると使用された石材は扇平で

なく通常の人頭大の礫が使われている。西

壁の石材が最も大きく安定している。開口

部と推定される部分に2点の石器が置かれ

ている。以前はアワビ起こしと言われてい

たもので淡路島の古墳の副葬品としても知

られた遺物である。緑泥片岩で，製塩作業

に関する遺物であろうと思われる。2点が

並んで出土している点は興味深い。出土遺

物は製塩炉跡のなかでは最も多い。須恵器

（杯身・杯蓋・蓋・短頸壷・壷・平瓶・提

瓶）・土師器（棄・マダコ壷）・土錘・石

器・製塩土器が出土している。土師器は被

熱しているが、須恵器は火を受けていない。

2者の使用日的・方法の違いがあるものと

思われる。炉内に製塩土器の廃棄された小

片は出土していない。時期的には6世紀末

頃になろうかと思われる。

」　摘珍感一一一一一一一一一一一一

0　　　　　　　　　　50cm

」＿」＿＿＿＿」＿＿＿＿」＿」＿」

図34　S L21　実測図

0　　　　　　　　　　50cm

」＿」＿＿＿＿」＿＿＿＿」＿＿＿＿」　」

図35　S L22　実測図
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図36　S L22　出土遺物実測図
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2．竪穴住居跡（SH）

（D sH OI

B－5区で検出された住居跡で、砂地の割には保存状態が良好である。平面的には完存している。北

側にカマドを作り付けている。規模は東西3．50m、南北3．80mを測り、それに長さ0．40mの竃が付加さ

れている。床面は砂地で、明確に柱穴を確認することはできなかった。床面からは貼り床に供された粘

土が存在する。南半には粘土はブロックとしか検出されておらず、中砂層となっている。本来は粘土が

敷設されていたと思われる。ただ，北半の方が粘土は厚かったものと思われ、ほぼ中央部に南側に落ち

込む段が認められる。竪穴住居跡の空間利用の差があったと想定される。壁の残存度は比較的良好で、

最大0．4m残っている。竃はよく使われており、焼土は住居跡中央まで広がっている。出土遺物のなか

1．10YR2／1中砂（レキ混じり）
2．10YR2／2　中砂（レキ含む）
3．10YR4／2　中砂
4．焼土炭層
5．2．5Y6／4　粘土
6．2．5Y5／4　粘土に10YR4／2中砂混じる 0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2m

』　Hli l i

図37　竪穴住居跡（SH）01　実測図
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に砥石もあり，時期が奈良時代にまで下ることから、普通の竪穴住居跡として良いか疑問である。製塩

作業に伴う工房とは考えられないだろうか。

②　sH O2

調査区東側のC・D－4区で調査した竪穴住居跡である。SHOlと同様に北辺中央に竃を作り付け

ている。等高線に平行に築かれている。標高の低い西側は流失しており、全体の4分の1程度しか残っ

ていないようである。残存長は北辺が3．7m、東辺が3．1mである。竜が中央であるとすれば、5m以上

になり、SHOlより規模は大きくなる。竃の大きさも幅・長さともに0．5mを測る大きさである。竃

の平面形は半円に近く炭・焼土の広がりは狭い。竃の内側に粘土塊が置かれている。単なる粘土とは思

1．10YR2／1礫混じり中砂
2．10YR6！6　粘土（被覆している）
3．2．5YR2／3　中砂（炭・焼土混じり）

．
■
・
・
一
．
し

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2m

」」＿＿＿⊥」」＿＿＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

図38　竪穴住居跡（SH）02　実測図
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図39　S H Ol・02　実測図
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図40　溝（S D）01　実測図
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1．黄灰色砂質土

2．灰質砂質土

3．灰質砂質土

4．灰色シルト質土

5．暗灰色質土

図41土抗（S K）01　実測図
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図42　遺構　出土遺物実測図

われず，竃の関連施設と思われる。竃の粘土の側面に土器のカマドの破片が出土している。床面に粘土

は見られないが、埋土にブロックとして粘土が散在していることと砂地であることから、本来は貼り床

が施されていたと思われる。柱穴は2基確認している。床面中央部分と想定される地点に径0．25mのピッ

トが1基位置している。砂地であることから深さは明確にすることができなかった。崩壊しているもの

の0．2m以上はあるものと判断している。他の1基は北壁沿いの中央東側にある。径0．4mとやや大きめで

ある。深さも0．25mとしっかりしている。

出土遺物は7世紀はじめ頃の遺物である。SHOlよりは古い時期の竪穴住居跡である。遺構の性格

も異なっているだろうと思われる。

3．溝（SDOl）

調査区西南隅付近で検出した溝状遺構である。水田造成のため削平を受けており、本来の規模や丸底

Ⅱ式包含層との層位的関係は不明であるが、検出面での幅80～140cm、深さ15cm以下で断面形は逆台形

である。等高線に沿う方向に直線状に流れ、検出長は約9m、北側は中途で途切れ、南側は調査区外に

延びる。北側のSX03と平面図上では接続するように見えるが埋土が異なる。埋土は黒褐色の細～中

砂で′、脚台式の製塩土器片のほか、南端付近で丸底I式の製塩土器片が比較的まとまって出土した。こ

のことからSDOlは丸底I式の時期のものと考えられる。

4．土坑

①　s K OI

C－5杭の東4m、南1m付近で検出された土坑である。長辺2．4m、短辺2mの不整長方形で、深

さ1mほどの矩形の断面形を呈し、内部に径1．3mの桶を据えている。桶は底板と側板の下端部のみ遺

存していた。年代を決める遺物は出土しなかったが、異なる土質が末分解でブロック状をなす埋土の状

況や掘り形の側面にセメントが貼られていることから、現代に近い時期のものであろう。調査前の畦畔

境に位置すること、昭和60年作製の都市計画図ではSKOl東側の地筆が畑であり、周囲の水田が常に

水田ではなく畑としても利用されたと考えられるこ．とも合わせて、SKOlは肥溜めと考えられる。
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1．10YR2／1中砂

0 50cm
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図43　土抗（S K）02　実測図

②　s K O2

調査区ほぼ中央に近いB－6区に所在する土坑であ

る。南側にSHOlが存在している。確実な製塩炉は

やや離れているが、周囲には多くの被熱した礫群が広

がっている。そのなかに位置する土坑である。粘土を

伴った焼土が広がる土坑で，製塩作業に密接に関わっ

た遺構と思われる。地形に直交する状態で築かれてい

る。標高の低い（この部分は緩斜面である）西側に粘

土を巻くように土坑肩部に貼っている。

土坑は不定の長方形で、長辺1．3m、短辺0．75mを測る。

西辺に幅約0．2mで厚さ0．05～0．2mの粘土を貼ってい

る。粘土は精製のもので、他遺構の粘土より上質であ

る。粘土を施している西辺近くに最大長0．4mに焼土

が広がっている。東半部分には礫が置かれている。土

坑そのものの深さは浅く、最も深いところで、0．15m

である。焼土は西辺に集中しているが、全体的に散ら

ばっている。

5．石棺墓（STOl）

調査区北端近くのA－1・2で検出されている。北

側に古い時期の炉跡（SL20）が存在しているだけで、遺構の広がりとしては北端に近いと思われる。

石棺墓であるが、築造後に何らかの要因で僅かに移動し歪んでいる。ただ、平行に動いていることから

全体像を復原することは可能である。砂層は流失しており、掘り方は明確に検出できなかった。石棺の

規模は、現存長で最大1．95mを測る。幅は、北側が広く0．55mを測り、南側は0．25mと狭くなっている。

内法では，長さ1．70m、最大幅0．35m、最小幅0．20mを測る。石材は板石を使用している。長軸方向に

大きく歪んでおり、床面のレベル差は0．30mを測る。幅の値が異なることから，頭位は北側と考えられ

る。副葬品として2点の土器が使用されている。1点（68）は土師器杯で完形品である。口径12．3cmで

通有の土器に似せているが，本質的には製塩土器（丸底Ⅱ式）の焼成前に精製土器に変更した土器と思わ

れる。他の1点（69）は製塩土器で棺内中央の北寄りから出土している。丸底Ⅱ式の大型の鉢で、口緑

部のみヨコナデで仕上げている。

6．落ち込み（SX）

丸底Ⅱ式の製塩土器包含層（図8①A層）の層厚は一様ではなく下方に凹凸がある。この包含層を掘

り下げ、丸底I式や脚台式の製塩土器が含まれる黒褐色砂質土層（図8②層）の上面に達すると、①A

層が土坑状や不定形の落ち込みとして把握できる。このうち①A層のみが堆積している場合は、遺構と

は考えずに自然形成の地表面の凹凸に①A層が堆積したものと判断したが、①A層の下に別の堆積物が

存在するものがあり、製塩に関わる何らかの遺構と考えて調査を行った。当初は、これらの遺構が石敷

炉の周辺に所在すると考えていたため（実際は石敷炉が集中する調査区南部は現状保存のため、①A層
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を掘り下げていないので石敷炉との

関係はよくわからない）、採繭に関

係する遺構の可能性を考えた。この

ため、渡辺誠名古屋大学教授の現地

での御指導もあって、堆積土の水洗

選別を行ったが、遺構の性格を特定

する情報は得られなかった。（調査

区内の様々な堆積土についても水洗

選別を行ったが、海藻に付着してい

る微小貝や炭化物などは検出できな

かった。）

①　sx OI

B－3杭の南4m付近で検出した長

辺約3m、短辺約2．2mのやや不整

な隅丸長方形の落ち込みである。深

さは最深部で22cmを測り、断面形は

緩やかに落ち込む皿状を呈する。埋

土はシルト、細砂、中砂を主体とす

る黒色砂で製塩土器片をわずかに含

んでいる。底面では赤変した礫を中

心に若干の礫が見られたが、側面や

底面に被熱による変色などは認めら

れなかった。

SXOlの性格については不明で

あるが、他の製塩遺跡での類例を求

めると岡山県玉野市に所在する「沖

須賀遺跡」で検出された古墳時代の

「1号土壌」「2号土壌」が遺物の包

、．

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1m

「　－　．I　．・l l

図44　石棺墓（ST Ol）実測図

含量が不明であるものの最も近いと思われる。

（『玉野市埋蔵文化財発掘調査報告（2）沖須賀遺跡　玉野市立山田中学校校舎改築工事に伴う発掘調

査』1981岡山県玉野市教育委員会）

②　sx O2

SL O7、09とSL12、13の間に所在する落ち込みである。南北幅約6m、東西幅6m以上の

規模で、深さ0．5～0．6mを測る。西側は水田造成のため上部を壊されているが、埋土の類似性や位置関

係からSX03に接続する可能性が高い。平面形は不定形であるが、巨視的には東西方向に長い溝状の

落ち込みである。断面形は極めて緩やかな皿状を呈する。このことからSX02は遺構ではなく自然形

成の落ち込みと考えるべきであろう。
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図45　落ち込み（SX Ol）実測図

埋土は2層に分けられる。上層は図9で（丑A層と呼称する層で、丸底Ⅱ式の製塩土器片と径1～2cm

の礫を多く含む黒褐色礫混じり砂質土である。上層は落ち込みの検出よりさらに40cmの厚さで堆積して

いる。下層は土器片をわずかに含む黒色砂質土でSX02の底面を中心に堆積している。SXOlと同

様に埋土の水洗選別を行ったが、成果は無かった。

③　SX O3

A－4グリッドで検出した落ち込みである。図9（丑A層が削平を受けている調査区西辺にあるが、埋土

上層に①A層が堆積している。埋土、位置関係から東側SX02に接続する可能性が高い。平面形は全

くの不定形で、断面形も深さ10cm内外の立ち上がりの不明確な皿状を呈する。底面には緩やかな凹凸が

ある。また、径30～40cm深さ10cm程のピット状の落ち込みが4ヶ所あり、埋土の状況などから遺構と認

定し難いが、一つから完形の飯蛸壷が出土している。また、西端部では中～大礫大の礫が集積された状
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％繋　Z案方形形
図47　落ち込み（SX）03　実測図
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図48　落ち込み（S X）05　実測図
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況で出土している。これらの礫に赤変したものは含まれない。

SXO2、03は丸底Ⅱ式期には落ち込みとして存在していた。この部分では石敷炉が検出されなかっ

たことを合わせると、SXO2、03を挟んで2つの炉群に分類できる可能性があること、炉は砂堆上

の僅かな高まりを利用して構築している可能性があることの2点が指摘できる。

④　sx o4

B－5区で調査した落ち込みで、南側に南西部の炉跡群があり、南東に竪穴住居跡（SHOl）が、北

東に礫群や土坑（SKO2）が位置している。遺構集中部分に存在する周囲の炉跡の廃棄物が厚く堆積

している部分で、約5×4mの楕円形の落ち込みと、幅1．5mの溝から成っている。溝は深さ0．2mと浅

い遺構である。溝状の方が新しい遺構である。西側では一体化し、明瞭でない。遺構の深度も西の方が

浅くなっている。廃棄後の礫群は炉跡の可能性がある。

⑤　sx O5

C・D－3区の下層で検出した遺構である。調査区外へ延びており仝掘していない。南半を調査した

ものと思われる。隅円の方形で竪穴住居跡状の遺構である。床面のレベルが南北方向は水平であるが、

東西方向は斜めになっている。東側が高くなり水平でないことから、落ち込みとして報告する。しかし、

SXO5

∈∃‾＝ン67
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図49　S X O3・04・05　出土遺物実測図
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壁の状況やピットの存在などは竪穴住居跡の状況と敵寵がない。竪穴住居跡の可能性の残される遺構で

ある。規模は，東西方向の長さ5．8mで、南北方向の調査した長さは1．9mである。中央西寄りに径0．3m

のしっかりしたピットが存在する。このピットだけ柱穴の可能性がある。小型のピットが南壁沿いに3

基見られる。深さは0．2m前後ある。落ち込みの深さは0．3mを測る。出土遺物は須恵器・土師器で、製

塩土器は含まない。竪穴住居跡の2基よりは時期の遡る遺構で、6世紀後半の落ち込みである。

⑥　sx O6

B－2・3区に位置する大型の落ち込みである。全長10mを越す落ち込みで、埋土は黒色砂で色調か

ら2層に分けられる。下層には礫はほとんど混入していない。礫は主に遺構上面に散布している。礫に

混じって須恵器・土師器の破片も認められる。捨鉢状の形状をしており，最大深度0．3mと浅い遺構で

ある。

7．その他の遺構

その他の遺構としては、ほぼ全面に広がっている礫群がある。そのうちの大半は本来炉として使用さ

れた後に廃棄された礫であろうと思われる。単位として認められるものもあり、炉跡として可能なもの

もあるが、図を提示するにとどめる。石組部分は大型の炉跡とする意見もあったが、保留しておく。小

型の炉跡を認定したとすれば、無数にあることになる。

それ以外には粘土のブロックが存在するものと、採鹸土坑になる可能性のある調査区南西部の炉跡集

中部分の土坑がある。この土坑は炉跡の主軸延長上にあり、鹸水溜めの機能を考えている。周囲にも粘

土を貼った面や土坑があり、製塩工程の一体となる遺構である。
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V．出土遺物

遺物は多量に出土している。遺跡の性格から当然大半の遺物は製塩土器である。製塩土器は型式的に

は脚台Ⅱ式から丸底Ⅱ式（大阪湾編年で、淡路編年のⅢ式）までの長期間に渡っている。その中心は丸

底Ⅱ式（淡路のⅡ～Ⅲ式）である。製塩土器以外にも比較的多くの遺物が出土している。縄文土器・弥

生土器・土師器・須恵器・韓式土器・新羅陶器・土錘・措羽口・金属器（釣針・鉄族・鎌・刀子・釘・

帯金具）、石器（石鉄・砥石・磨石など）と少量の中近世の遺物である。

量的には製塩土器が7割以上、通常の土師器が2割近くで、その他が1割となる比率である。破片の

大きさからは須恵器やイイダコ壷が目立ち、多いような印象を受ける。

1．製塩土器

製塩土器は消耗品であることから、量的には多いものの小片になっているものが多数を占める。調査

段階でもそのことが予測されていたので、統計処理することを主体とした。整理段階で，本来通常の土

器と考えられていた土器の中にも2次焼成の状況などから製塩土器としたものもある。図化した点数と

実際の量とは変化がある。図化点数は包含層だけでは、脚台Ⅱ式が41点、脚台Ⅲ式が11点、丸底I式が

14点、丸底Ⅱ式が65点（通常認識されている個体のみは32点）である。丸底の破片を包含層分のみ測っ

た数値は、I式が56，355g、Ⅱ式が1，725，196gで、法量の差は大きいが、Ⅱ式が重量的には30倍になっ

ている。製塩土器の編年は広瀬和雄氏の大阪湾編年が一般的である。ここでは混同を避けるため，特に

明記しない限り広瀬編年を使用する。

脚台Ⅱ式のものを最古とする。量的には比較的多数を占めるが，脚台という破片として大型片である

ことも量的多数の印象を強くする要因であろう。脚台のタイプは幾つかある。大きくは3つに分けられ

る。（I）べ夕高台のもの、（Ⅱ）上げ底のもの、（Ⅲ）輪高台状になるものの3種で、細かい形態差は

多数ある。率的にはⅡの上げ底のものが多い。体部は外面タタキで、内面ナデか板ナデのものが多い。

脚台部はユビ成形や調整のものが多く、粘土の継ぎ目が明瞭である。外面のタタキの方向は平行のもの

が多く、右上がりのものが僅かにある。脚台部は接合しているものが大半で、一部作りだしているもの

がある。接合は、ユビで大きくナデ上げているのが多いが、丁寧なナデやタタキのままのものもある。

熱を受けていないと観察される破片も1割以上ある。

脚台Ⅲ式の製塩土器は量的に少ない。脚台がやや小さく、休部が大きく開く。整形はⅡ式より丁寧で

ある。外面はタタキやナデで共通している。内面パケ整形の土器もある。脚台はべ夕高台と上げ底のも

のがある。タタキはⅡ式に比べるとやや細かいようである。また、1点の小さな支脚がある。調査段階

は、他地域からの搬入品と想定していたが、最近調査された東浦町引野遺跡の調査資料で、脚台Ⅱ～Ⅲ

式の良好な資料が呈示され、そのなかに類例を求めることができる。丸底I式直前の脚台が退化したタ

イプに当てることが可能である。

丸底I式にはほとんど個体差は少ない。破片が小片になっていることにも起因しているが、意図的に

タイプを分類するまでには至っていない。破片をみる限り明らかに変化があるとは決めがたいからであ

る。端部の形状や径の大小・器高の差がある程度である。口緑部も内湾するものや直立するものがある

が、小片からは傾きを正確にだすことは困難である。口緑部のナデの強弱が僅かな変化であろうか。図

化すると形態差があるように見えるが、破片からこれを抽出することは困難である。備讃瀬戸に見られ

－61－



題土ユ85

㌶　2夕

潮

11。＼克♂118

20cm

■－■■■－■－■－■■■■■■■■■－■

図59　製塩土器　実測図（1）

－62－



～‥ぎ：去．「

¶129「冊。2

闇128　7
図60　製塩土器　実測図（2）

るタタキは認められない。ナデと板ナデで調整している。他にはこの時期としては大型の棄（137）が

ある。緩やかなくの字で、頸部はナデで形成している。個数は少ないものと思われ、数個体であろう。

この時期に断定することはできないが、脚台Ⅲ式のプロポーションをした土器がある（119～122）。僅

かに上げ底となる脚台から体部は大きく開き、格子状のタタキを外面に施している。明確に格子になる

もので、脚台もしっかりしている。脚台部はユビで作りナデ整形している。口緑部は内湾して尖るもの

とくの字に開く2種がある。焼成は良好で色調は茶色がかった灰色を呈している。体部の器肉は厚い。

搬入品と考えられる。

丸底Ⅱ式は量的に最も多い土器で、貴船神社遺跡での製塩の最盛期である。貴船神社遺跡出土の製塩

土器の大半がこの時期である。遺物量も多いが、土器のタイプの変化もあり、工程を考えるのに良好な

一群である。図からは通有の嚢やマダコ壷とする土器もあるが、被熱状況などから少なくとも貴船神社

遺跡においては製塩土器と考えているものも含んでいる。この時期に該当する土器はバラエティに富ん

でいる。大型品と小型品に分かれる。小型品には皿状のものから鉢・椀・マダコ壷があり、大型品には

嚢・鉢・甑がある。全体的に成形技法は粗雑である。ユビ成形からナデ仕上げを基本とし、大型品で口

緑部をヨコナデしている程度である。粘土の継ぎ目を明瞭に残したものも多く、指圧痕が明確に残され

たものが多い。内面は板ナデ仕上げの土器もある。小型鉢にはタタキが施されているものがあり、（162）

は縦方向のタタキもある。器肉には差があり、相対的に丁寧な調整を加えているものの方が薄いものが

多い。形も変化が大きく一概には標記できない。内湾するものや外反するもの、内傾するものなどタイ

プがある。鉢はくの字状に頚部を持つものとないものがある。小型丸底壷に近い形状の鉢もある。パケ

整形を伴っている個体が多い。（168）の内湾する探鉢は完形品に復原できた数少ない製塩土器である。

淡路島でも浜田遺跡などに類例があり、時期の下る可能性を考えていた土器である。貴船神社遺跡では

工程の差で時期差ではないと考えている。大型品には通有の形態と製塩土器として作られた2種がある。
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図62　製塩土器　実測図（4）
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図63　製塩土器　実測図（5）
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図64　製塩土器　実測図（6）

図65　製塩土器　拓本

主にエビや成形だけの粗雑な土器は製塩専用に焼成された土器である。貴船神社遺跡で専用として指摘で

きるのは、①マダコ壷（201）　②端部を貼り付けた探鉢（173）　③鉢形の甑（186）があり、他に甑

（192）（196）や大型鉢（170）もこれに含まれるかもしれない。大型鉢は口径30cmを越えるもので製塩

土器としては大型の範晴に入る。（187）などの無頸壷形の土器は精製土器であるが強い熱を受けており、

用途が異なっていると思われる。

－67－



二　二‾二

ノ
烹ヽ＼

』二Tl一題‥　　　　　－　∃

図66　縄文土器・弥生土器　実測図

2．縄文土器・弥生土器

包含層から数点の土器が混じっている。縄文土器は磨滅しているものが多く、後期の磨消縄文の破片

と思われる。図化した土器は3点であるが、文様は残っていないものの色調・胎土から縄文土器と思わ

れる破片は他に数点認められる。

弥生土器は9点図化しているが、出土点数は縄文土器と比べるとはるかに多い。また、余り磨滅して

おらず、土師器などと残存状況は似ている。特に（207）の壷は口緑端部を欠いているものの、ほぼ完

形の土器で出土状況からも遺構が近接して存在したものと思われる。調査区北壁で確認したもので、周

囲から中期の土器が出土している。土器の内容は中期の方が比率が高いかもしれない。（206）（209）の

ように西側（東部瀬戸内）の影響を受けた土器もある。
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図68　土師器　実測図（2）
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図71土師器　実測図（5）
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図73　土師器　実測図（7）
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図74　土師器　実測図（8）
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図75　土師器　実測図（9）
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図76　土師器文様　拓本（1）
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図77　土師器文様　拓本（2）

3．土師器

出土総量は製塩土器の方が圧倒的に多いが、図化した点数は212点とかえって多い点数を数える。内

訳は壷36点、棄62点、鉢14点、高杯25点、器台19点、甑10点、カマド4点、椀（杯）10点、皿1点と壷

をはじめとする文様拓本が25点である。大きな特徴は、地元産の土器に比べて搬入土器が比較的多いこ

とである。

壷には装飾を施したものが多い。波状文・鋸歯文・円形浮文を主体に竹管文・刺突文・刻み目文がみ

られる。時期幅も多少あるようで、弥生時代後期後半の土器も含まれている。量的には、布留式併行期

の遺物が多く、小型の精製土器が多数を占める。小型品でミニチュアかとも思われる手捏ねに近いもの

があるのも特徴である。搬入品は山陰地域のものが多く、東部瀬戸内・北四国の土器がある。しかし、

地元産の土器も相当量含まれ、淡路独自の土器も存在する。

嚢は壷に比べて特徴が少ない。調整が丁寧なものと粗雑なものがある。粗雑な火を受けた土器もあり、

製塩作業に使われたものも入っているかもしれない。特徴的な土器は、外面の縦方向のタタキと口縁端

部の刻み臼状の整形痕跡である。この2点は淡路の特徴にも挙げられている点であり、今後淡路からの

搬出もしくは淡路への影響を検討する資料になろう。成形にはタタキとパケの両者の嚢がある。個体数

を数えることのできる底部で数えると、60個の平底のうち、外面タタキ成形は47個になる。その他ナデ

したものもあり、基本的にはタタキ成形が主体であろう。

鉢には精製の鉢専用と、分割成形による嚢の下半部のような鉢がある。精製の鉢には暗文の見られる

ものもある。小型品が多く、中型品は2点図化している。2点とも精製品である。（325）は片口が付く

内湾するタイプで胎土も精良であるが、強く火を受けており注目される。製塩土器の可能性も全く否定

できない。（326）は体部に円孔が開いている。体部は外傾し口緑部が如意形になる。
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図78　土製品　実測図

高杯にも時期幅がある。脚部が中実のものと中空のものがあり、大きく分類できる。柱状部をカウン

トできるもので158点あり、大半が中空で148点である。そのなかで柱状部が途中で膨らむものが1割以

下（7点？）存在する。中実のものは時期的に古い段階に限られているようで、新しいものは低脚になっ

ている。

器台には淡路型器台と通常の器台がある。口緑端面・内面上部や下台部端面に波状文・鋸歯文の装飾

を施したものが多い。高杯と異なり中実のタイプも同時期と思われる。中実のものは下台部に装飾があ

り、透孔があるものが多く色調は赤みを帯び、丁寧な整形を施している。口縁端部に刻み臼状の整形痕

を持つ器台もある。

甑は通常のものであるが、丁寧な作りの甑も存在する。底部で甑と判断した（380）以外は把手から

甑と考えたもので、カマドの把手もあるかもしれない。把手には中実のものが多いが外形線と並行とな

る形状になるものや、内面が窪んだものもある。把手部はユビ成形であるが、体部との接合部はパケ整

形やナデが見られる。

カマドの破片は大きく、ある程度の量もあるが接合できなかった。各部分があるようである。外面に

は粗いパケがみられる。

奈良時代の杯はミガキの施された丁寧な仕上げのものである。内面は縦方向、外面は横方向が主体で

ある。皿も1点図化している。丁寧な暗文状のミガキがある。

土製品は6点図化している。3点はミニチュア土器で、（398）は鉢で他の2点は壷のミニチュアであ

る。すべて手捏ねである。（399）は円板状の土製品で焼成後の再利用である。紡錘車に転用する前かも

しれない。（400）（401）は舟形土製品でともに前後の表現がある。（400）は完形で手捏ねである。細身

で舶先の表現も認められる。（401）は約3分の2程度の破片である。幅がやや広く地先は大きく上がっ

ており立体的である。

4．須恵器

須恵器も各器種が出土している。時期も古段階の須恵器から奈良時代までの土器がみられる。量的に

は5世紀末から6世紀後半の須恵器が多いように思われる。器種は杯が多く、壷・嚢が次ぐ。古い時期

の須恵器はTK43までは陶呂産の須恵器である。それ以降も陶邑産の須恵器の流入も続くが、地元で

焼成されるものに変わっていく。洲本市大野窯跡が知られている。杯蓋・杯身ともにへラ記号が多いの

－80－
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図84　須恵器　実測図（6）

が目立つ。3本の平行線の記号が多く、それ

に×状に交差する記号が多い。幾何学的な記

号もある。同種の記号は壷内面（545）にも

見られる。怨は強いケズリを施し、静止ケズ

リもみられる。壷には波状文を施す頻度が高

い。壷・嚢には内面のタタキを消しているも

のが多い。

盛豊艶
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図85　須恵器　文様拓本（1）
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図87　イイダコ壷　実測図（1）
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5．新羅陶器

図化しているのは同一個体と思われる樽型1点である。俵壷に似た器形をした土器で両端が面となっ

ている。体部は単位のあるタタキで成形され、内面は丁寧にナデで仕上げているが、粘土紐の継ぎ目が

観察される。両側面の肩部はケズリがなされている。その内側に2個1対の把手が両側に付加される。

把手上面にヘラによって顔を表現している。一見サルのように見えるが人を表した可能性もある。口部

分はアルカウイクスマイルのように見える。口緑部は残っていない。器肉が赤褐色であることが特徴で、

図化したものは3点1個体であるが、破片は他にも出土している。

6．イイダコ壷

破片が大きいことや把手部が目立つことから、実際の出土量以上に目に付く遺物である。コップ型の

ものから、釣鐘状のものまである。1点だけ須恵質のものがあるが、それ以外は土師質である。コップ

型のイイダコ壷は少なく2点図化している。ともに口縁部下に円孔が1ヶ所見られる。次の時期に相当

するタイプがコップ型で尖り底の底中央でなく、ややずれた横部に穿孔のあるものである。1孔のもの

もあるが、2孔のものが多い。多くの製品は釣鐘状のイイダコ壷である。器高や径の大小があり、体部

図88　イイダコ壷　実測図（2）
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図89　イイダコ壷　記号拓本

の肩が張るなどの器形の変化もある。（565）だけは釣鐘状であるが、裾端部近くに円孔がある。小型の

ものは比較的丁寧に仕上げられているが、ユビ成形で作られていることに変わりはない。（568）は径3．7

cmと非常に小型で、把手部も小さい。湾曲しており、容積も狭い。釣鐘状のタイプは把手部の大小と体

部肩の度合いが分類の基準となる。技法はほとんど、ユビ成形でナデ仕上げである。体部上半から把手

にかけては指の痕跡が明瞭である。把手部は角張っているものもあり、ヘラ状の工具で調整した痕跡が

よく残っている。へラ記号も数点あり、特徴的である。十字の記号が数点見られる。（604）は唯一須恵

質のタコ壷で丁寧な作りである。

7．マダコ壷

器種はマダコ壷であるが、貴船神社遺跡では相当数製塩作業に用いられたと考えている。そのため、

製塩土器として掲載している。口縁部は大半が短いがそのなかでも、短い口緑部と無頚のものと、くの

字のものがある。くの字で端部が肥厚し、器肉の厚いものは製塩に使われていないかもしれない。内面

も平滑でなく粘土紐の継ぎ目が明瞭である。器肉がやや薄く、頚部の短い被熱したタイプは製塩専用に

作られたと考えている。確実な個体数で80個を超える。

8．土錘

上下に穿孔のある有孔土錘が大半で、棒状土錘が数点ある。有孔土錘は8～10cmで大きな差はないよ

うである。端部が角張って肥厚するものがあり、イイダコ壷の釣鐘状の把手が角張るのと共通している

ようである。棒状土錘は大型のものである。ユビ成形で作られている。

9．羽口

端の羽口の破片で、鉄器生産も行っていたことが理解できる資料である。外径7．8cmと通常の大きさ

の羽口である。長さは半分程度残っている。内径2．4cmで鉄淳が付着している。炉14からも1点出土し

ている。

10．金属器

33点図化している。遺構出土のものは少なく、包含層出土のものが多い。遺構からは製塩作業面の落

ち込み（SXO2）から4点と竪穴住居跡（SHOl）（SHO2）から各々1点出土している。遺構

出土の鉄器は器種がわかりやすいものが多い。

鉄鉱が4点と多く、茎も数点あり鉄の一部も含まれる。鉄鉱は住居跡から各1点あり、意味があるか

もしれない。刀子が3点出土している。2点は切先だけであるが、1点は関部で金具も残存しており、
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図90　土錘他　実測図

木質も残っている。鎌はSX02から出土しており、鉄部分はほぼ完存している。柄部との接合部も残

り、切先の先端を欠いている。（639）は釣針で先を欠いている。鉄斧は長さ6．1cmと小型で完形である。

餃具も2点出土しているが、2点の種別は異なると思われる。大きさと形態からで、（641）は帯金具で、

（642）は馬具に伴うものと思われる。淡路では？帯の出土がなく、帯金具の出土の意義は高いものと思

われる。幅が狭くベルトの大きさは小さい。釘も量は多いが、茎部は器種を決めがたい。（644）は錠か

もしれない。
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図92　石器　実測図（1）

⊂二⊃
670

図93　石器　実測図（2）

11．石器

石器は21点図化した。砥石とあわび起こしは竪穴住居跡から出土しているが、大半は埋土・包含層か

ら出土している。砥石はSHOlから2点出土している。あわび起こしとされている棒状石器は炉22か

ら2点並んで出土している。

（659）（660）は石鉄で、（659）は平基式で長さ28mm、幅17mm、厚さ3mm片面は2次加工を全面に施す

が、他面は中央に自然面を残す。刃部は通常に作り出している。基部の加工が最も新しい。材質は2点
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図95　中近世遺物　実測図

r r

ともサヌカイト（金山系）である。（660）

は基部を欠失しているが、尖基式で、残

ご当　W　存長46mm、幅14I皿、厚さ6mmを測る。基

喧宏〉　　　678　部側の方が厚く、先端が薄く仕上げてい

0　　3cm　　　る。2次加工は粗く階段状剥離が目立つ。
！．1！

（661）は刃部を欠いているが石錐と思

われる。やはりサヌカイトで2次加工を

全面に行っていない。大きな剥離面である。楔形石器やその可能性のある石器、その削片も出土してい

る。（662）は可能性のある剥片で、縦長剥片の両側を加工している。中央部は細くエッジを作っている。

（663）は楔形石器の削片で大きく割り、裏面には階段状剥離がある。（665）は大きな1面の剥離面から

成っている。両極打撃による剥離痕を示している。中央に稜を持ち、比較的鋭い刃部を持つ。（666）も

大きな剥離面を持ち、大型の部類に入る石器である。自然画も残っているが、周縁は細かい調整を加え

ている。（667）は風化しているものの滑石の精製品である。僅かに歪な円形で径7．75～7．98cmを測る。

高さ2．6cmで、中央に円孔が上から下に向けて穿孔されている。上径が0．75cm、下径が7．0cmである。上

部と側部の一部は損傷を受けている。断面形は饅頭形をしている。機能は不明であるが、良質の石材で

ある。（668）は大型石錐で、火を受けており部分的に赤変している。径9．75～9．82cmを測る円形礫の側

面に溝を巡らせている。0．4～0．6cmの溝を緩やかな曲線で握り窪めている。（669）（670）は棒状の石器

で、あわび起こしとされていたものである。（669）は長さ10．18cmと小型である。（671）（673）は蔽石

で、端部に打撃痕がある。（674）（675）は台石としたもので、明確な用途は不明である。
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N o 出　 土　 地　 点

長 さ

（cm ）

幅 （径 ） （cm ） 厚 さ

（cm ）

重 さ

（g ）
備　　　 考

最 大 最 小

60 5 C － 5 8 ．1 2 ．0 1 ．6 1 ．7

60 6 機 械 掘 削 9 ．7 2 ．2 1 ．9 1 ．9

60 7 C － 5 8 ．6 2 ．3 1 ．7 1 ．7

60 8 C － 6 8 ．8 2 ．2 1 ．7 1 ．6

60 9 C － 5 9 ．4 2 ．1 1 ．8 1 ．8

6 10 B － 5 遺 構 面 6 ．5 2 ．7 2 ．1 1 ．9 下 半 欠

6 11 B － 6 （8 ） 0 － 1 0 5 ．5 2 ．1 2 ．1 2 ．0 下 半 欠 、 被 熱

6 12 C － 5 5 ．1 2 ．1 1．8 1．7 下 半 欠

6 13 D － 5 4 ．3 2 ．0 1．8 1．8 下 半 欠

6 14 C － 5 5 ．0 2 ．1 1．8 1．7 下 半 欠

6 15 C － 5 3 ．6 1．4 1．2 1．2 下 半 欠

6 16 B － 3 （1 2 ） 2 0 － ．3 0 4 ．9 2 ．4 1．9 1．9 下 半 欠

6 17 C － 5 5 ．3 2 ．4 2 ．3 1．9 下 半 欠

6 18 C － 5 5 ．6 2 ．2 2 ．0 2 ．0 下 半 欠

6 19 C － 5 6 ．7 2 ．0 1．8 1．6 下 半 欠

6 20 B － 3 （1 1 ） 2 0 － 3 0 5 ．8 2 ．1 1．9 1．5 下 半 欠

6 21 B － 3 （1 7 ） 2 0 － 3 0 5 ．4 2 ．6 2 ．0 2 ．1 下 半 欠

6 22 B － 3 （1 9 ） 2 0 － 3 0 7．8 2 ．4 2 ．0 2 ．1 下 半 欠

6 23 C － 6 7．1 2 ．2 2 ．0 2 ．0 下 半 欠

6 24 A － 1 ・ 2 5．4 3 ．9 1．2 下 半 欠

6 25 A － 1 ・ 2 10 ．1 4 ．0 3 ．9 3 ．9

6 26 A － 4 7．0 7．8 7 ．4 下 半 欠 、 羽 口

N o 出 土 地 ・土 層 種　 別 長 さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （cm ） 重 さ （㌘ ） 備　　　 考

24 C － 5　 炉 2 2 棒 状 14 ．7 5 3 ．4 5 2 ．13 18 5．1 あ わ び起 こ し

2 5 C － 5　 炉 2 2 棒状 2 1．0 5 3 ．0 0 2．6 29 6．8 あ わ び 起 こ し

楔 形 ？

被 熱

あわ び起 こ し

被 熱

4 1 B － 5　 S H O l 埋 土 砥 石 8 ．70 4 ．3 0 2 ．9 0 12 5．9

4 2 B － 5　 S H O l 埋 土 砥 石 5 ．95 5 ．10 3 ．4 0 13 0．2

4 9 C － 4　 S H O 2 埋 土 磨 石 6 ．50 5 ．60 1．78 4 5．6

65 9 C － 4　 黒 色 砂 石 鉄 2 ．80 1．70 0 ．3 0 1．7

66 0 B － 4 （5 ） 黒 色 砂 石 赦 4 ．60 1．4 0 0 ．60 2 ．90

66 1 C － 5　 黒 色 砂 石 錐 3 ．30 3 ．60 0 ．7 9 ．9

66 2 B － 2 （2 0 ） 1 0 － 2 0 剥 片 5．00 2．60 0 ．8 9 ．7

10 ．80

66 3 B － 3 （4 ） 0 － 1 0 楔 形 4 ．20 1．40 0 ．3

66 4 B － 4 （3 ） 凹 地 砥 石 4 ．20 1．40 0 ．8

66 5 B － 4 （9 ） 2 0 － 3 0 楔 形 3．50 3．80 0 ．90

66 6 B － 3 （1 4 ） 凹 地 楔 形 5．40 5．65 2．00 60 ．0

28 ．1

66 7 B － 3 （1 8 ） 凹 地 紡 錘 車 ？ 7．7 5 7．98 2 ．6

66 8 A － 1 トレ ン チ 石 錘 9 ．8 2 9．7 5 7 ．1

66 9 S X O 2 棒 状 10 ．18 2 ．1 2 0 ．9

6 70 C － 4　 黒 色 砂 棒 状 15 ．7 5 3 ．8 0 1．5 5 147 ．8

6 71 A － 4 （1 5 ） 1 0 － 2 0 敲 石 10 ．3 0 6 ．2 5 2 ．7 5 2 99 ．4

6 72 A － 1 敲 石 16 ．4 0 8 ．0 5 5 ．2 5 10 27 ．7

6 73 A － 1 敲 石 21 ．5 5 9 ．3 5 6 ．15 1 63 0

6 74 A － 4 （2 0 ） 1 0 － 2 0 台石 17 ．4 0 11 ．9 0 7．5 1 98 5

6 75 A － 1 台 石 19 ．9 0 21 ．2 5 7．7 4 62 0

6 76 C － 4　 黒 色 砂 不 明 2 1．5 0 18 ．4 0 8 ．7 5 2 96 0
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表4　　鉄　器　計　測　表
No 出　 土　 地 ・土　 層 種　 別 長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （cm ） 備　　　　　 考

6 27 B － 5 （7 ） 1 0 － 2 0 鉄 鉱 8 ．3 5 2 ．3 5 0 ．3 3

刀 子 か

鉄 鉱 ？

釘 ？

6 28 B － 5　 S H O l 埋 土 鉄 鉱 9 ．7 0 2 ．8 5 0 ．3 9

6 29 C － 6　 黒 色 砂 鉄 鉱 3 ．9 0 0 ．9 5 0 ．4 2

6 30 C － 4　 S H O 2 埋 土 鉄 鉱 3 ．8 5 1 ．2 5 0 ．4 5

6 31 凹地 茎 8 ．4 0 0 ．5 8 0 ．5 9

6 32 B － 4 （6 ） S X O 2 茎 4 ．5 5 0 ．9 0 0 ．3 9

63 3 B － 3 （8 ） 0 － 1 0 茎 4 ．7 2 1 ．5 5 0 ．5 2

63 4 B － 4 （1 2 ） S X O 2 茎 4 ．9 5 0 ．6 5 0 ．5 5

63 5 A － 1 茎 5 ．8 5 1 ．15 0 ．5 4

63 6 B － 4 （1 2 ） S X O 2 刀 子 4 ．6 0 1 ．15 0 ．3 0

63 7 B － 4 （2 5 ） 黒 色 砂 刀 子 7．0 0 1 ．4 5 0 ．3 5

63 8 B － 4 （1 2 ） S X O 2 鎌 17．0 0 2．6 5 0 ．4 1

63 9 B － 2 （1 9 ） 1 0 － 2 0 釣 針 5．2 0 0．3 8 0．4 3

64 0 B － 2 （1 8 ） 2 0 － 3 0 鉄 斧 6．1 0 4．15 1．2 8

64 1 B － 4 （7 ） 鋼 餃 具 3．5 5 2．8 1 0．4 5

64 2 A － 1 （2 5 ） 2 0 － 3 0 銅 餃 具 8．1 0 4．0 0 0．5 2

64 3 B － 2　 S X O 6 釘 6．6 0 0．6 9 0．3 5

64 4 C － 4　 黒 色 砂 釘 5．4 0 2．0 5 0．3 5

64 5 A － 4　 黒 色 砂 釘 2．90 1．4 0 0．6 5

64 6 B － 2 （2 1 ） 1 0 － 2 0 釘 1．90 0．6 8 0．6 5

64 7 C － 3　 褐 色 砂 釘 4 ．0 5 0．7 5 0．4 5

64 8 B － 2 （2 1 ） 1 0 － 2 0 釘 7．52 0．90 0．84

64 9 B － 5 （7 ） 0 － 1 0 釘 8．80 0．75 0．59

65 0 B － 3 （9 ） 2 0 － 3 0 釘 5．15 0．65 0．36

65 1 C － 5　 黒 色 砂 茎 3．30 0．95 0．22

65 2 B － 2 （2 4 ） 1 0 － 2 0 茎 1．90 0．35 0．3 1

65 3 A － 2 （5 ） 2 0 － 3 0 不 明 3．85 1．52 0．75

654 C － 3　 褐 色 砂 茎 3．80 1．12 0．65

65 5 B － 4 （2 3 ） 1 0 － 2 0 茎 7．00 0 ．95 0 ．64

6 56 C － 4　 黒 色 砂 不 明 4 ．75 2 ．10 0 ．18 小 札 ？

関部 、 木 質残 る

6 57 表 採 不 明 7 ．55 4 ．65 0 ．28

6 77 機 械 掘 削 煙 管 吸 口 3 ．35 2 ．74 0 ．4 5

6 78 B － 2 （1 2 ） 2 0 － 3 0 刀 子 6 ．80 1．95 0 ．55
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表5　製塩土器（脚台式）計測表
出土地 区 地点 ・遺構 I a I b I c Ⅱ Ⅲ 脚 台Ⅲ 丸底 I

A － 1 5 8 4 5 6

A － 1 15‘ 3 2 64 2 6 7

A 一一1 17 1 2

A － 1 2 0 19 8 13 9

A － 1 2 5 3 1 7 2

A － 1 S L 2 1 3 2

A － 1 S T O l 1

A － 1 15 14 5 13 2 12 0 6 5 搬入

A － 2 5 3

A － 2 10 2 2 3

A － 2 13 3 12 6 あ り

A － 2 14 6 8 1 0 あ り

A － 2 15 1 1

A － 2 19 3 9

A － 2 2 0 5 4 1 1 1 0

A － 2 2 5 1 1 2

A － 2 18 26 36 4 1 あ り

A － 3 9 10 12 13

A － 4 20 1 2

A － 4 S X O 2 1 1 1

A － 4 2 2

A － 5 S D O l 2 2 6

A － 5 23 3 54 2

A － 6 10 2

B － 1 1 2 6 2

B － 1 2 1 7 4 3 5

B － 1 3 1 3 6

B － 1 6 2 26 20 23

B － 1 7 8 7 17 4

B － 1 8 1 2 1

B － 1 1 1 2 7 24 2 1 17

B － 1 12 4 19 16 10 9

B － 1 13 4 7 6 1

B － 1 16 8 9 6 4

B － 1 17 3 1 1 16 8 3 あ り

B － 1 18 4 2 3 3

B － 1 2 1 2 7 2 0 18 7

B － 1 2 2 14 18 18 6

B － 1 2 3 1 4 3 ‘1 4

B － 1 2 4 1

B － 1 2 5 2

B － 1 2 1 1 8 2 8

B － 2 1 8 8 5 5

B － 2 2 2 2 1 1

B － 2 3 1 3 1

B － 2 4 2

B － 2 6 2 3 2 1 あ り

B － 2 7 2 1 1
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出土地区 地点 ・遺構 I a I b I c Ⅱ Ⅲ 脚台Ⅲ 丸底 I

B － 2 8 1

B － 2 9 2 2 3

B － 2 10 1

B － 2 11 5 10 11 5

B － 2 12 1 1

B － 2 13 2 1

B － 2 16 4 3 16 6

B － 2 17 1 1 17 1

B － 2 19 1 1

B － 2 21 10 9 10 3

B － 2 22 3 2 1 2

B － 2 23 1 1 1 2

B － 2 25 1 1 あ り

B － 2 10 9 20 3

B － 3 1 4 4 5 7 あ り

B － 3 2 1 1

B － 3 3 2 2 1

B － 3 4 1

B － 3 5 2 1

B － 3 7 1

B － 3 8 1 2

B － 3 9 1 4

B － 3 10 1

B － 3 11 1

B － 3 12 1 2 2

B － 3 13 1 1 1 4

B － 3 14 2

B － 3 16 1

B － 3 17 2 1

B － 3 18 2 2

B － 3 19 2 あり

B － 3 20 1

B － 3 22 1

B － 3 23 1 1 1

B － 3 24 2

B － 3 7 3 2 7

B － 3 S L 2 2 4 3 2

B － 4 2 1

B － 4 3 1 1

B － 4 4 1

B － 4 5 1

B － 4 6 1

B － 4 7 1 1

B － 4 8 1 1

B － 4 9 1 1 1

B － 4 10 1 2

B － 4 11 1

B －4 13 1 1

B －4 14 1
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出土地区 地点 ・遺構 I a I b I c Ⅱ Ⅲ 脚台Ⅲ 丸底 I

B － 4 15 1

B － 4 17 1 2 1 1 あ り

B － 4 18 1 3 3 3

B －4 19 2 3 4

B － 4 21 3 3 あ り

B － 4 22 3 1 2 1

B － 4 23 1 2

B － 4 24 4 1 3 3

B － 4 S L 1 4 1

B － 4 S X O 2 1

B － 4 8 1 2

B － 5 1 あり

B － 5 2 1 2 1

B － 5 4 1

B － 5 5 1 1

B － 5 6 1

B － 5 8 2 1 2 1

B － 5 9 2 1 2

B － 5 12 4 1 3

B － 5 15 2

B － 5 17 2

B － 5 19 1

B － 5 21 1

B － 5 22 2

B － 5 S H O l 1

B － 5 2 2

B － 6 3 1

C － 2 6 2

C － 2 11 1

C － 2 21 1 1

C － 2 25 4

C － 3 1 1

C － 3 S H O 2 2

C － 3 10 2 4

C －4 22 2 16 3

C － 5 S L 2 2 4 2 1

C － 5 25 4 15 2

C － 6 24 11

D － 3 1

機械掘削 9 5 10 1

坪 1 2 3 2 1

坪 2 1

計 48 629 536 682 372
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表6　製塩土器計測表

地　 区 層　 位 共　 伴　 遺　 物
口　　 緑　 グラム 体部

グラム

丸底 I

グラム

備 考

A B C 脚 土 須

S H O l

黒色土2

高杯　 口緑

カマド　 マダコ　 ロ緑

301 655 110 0 6 1 1 0

S H O 2 75 50 0 378 0 1 1 0

S D O l 0 60 0 480 1，090 1 1 0

S T O l 0 0 0 20 22 1 0 0

S X O l 0 230 125 75 159 0 0 0

S X O 2 3，784 12，505 2，298 6，476 466 1 1 0

S X O 3 312 740 0 399 15 1 1 0

S X O 4 0 6 0 20 0 0 0 0

S X O 6 2，325 13，879 300 24，115 0 1 1 0

A l⑤ 口緑

カマド　 マダコ　 ロ縁

10 30 25 1，950 540 1 1 0

A l⑲ 黒色土1 0 0 0 0 30 1 0 0

A l⑮ 黒色砂3 10 15 0 1，725 195 1 1 0

A l⑮ 黒色土1 口縁 0 40 0 195 1 1 1 1

A l⑮ 黒色土2 口緑 0 45 0 300 4 1 1 1 0

A l⑮ 黒色土3 口緑 10 95 0 1，000 230 1 1 0

A 2 ⑤ 黒色土2 マダコ　 高杯　 口緑 15 17 10 795 509 1 1 0

A 2 ⑤ 黒色土3 高杯　 口縁 0 0 5 5 35 1 1 0

A 2 ⑲ 黒色土2 高杯　 口緑 0 0 0 105 1，356 1 1 0

A 2 ⑬ 黒砂 3 口禄

高杯　 口緑

50 0 0 680 34 1 1 0

A 2 ⑭ 黒色土1 0 20 0 0 68 1 0 0

A 2 ⑭ 黒砂 2 0 0 0 11 430 1 0 0

A 2 ⑭ 黒砂3 0 15 0 585 396 1 1 0

A 2 ⑮ 黒砂 1 マダコ　 高杯 20 80 15 845 418 1 1 0

A 2 ⑮ 黒砂2 高杯　 口緑 60 38 0 10 4，690 1 1 0

A 2 ⑲ 黒砂 1 口緑 5 0 0＿ 50 0 1 1 0

A 2 ⑲ 黒砂2 高杯 0 25 0 195 131 0 1 0

A 2 ⑲ 黒砂3 口緑 0 0 0 0 30 1 1 0

A 2 ⑳ 黒砂 1 高杯　 口緑 0 125 0 340 484 1 1 0

A 2 ⑳ 黒砂2 高杯　 口緑 0 10 10 550 957 1 1 0・

A 2 ⑳ 黒砂3 口緑

口縁

0 0 0 5 325 1 1 0

A 2 ㊧ 黒色土 1 0 0 5 65 386 0 0 0

A 2 ㊧ 黒色土2 0 10 0 10 244 0 1 0

A 2 ㊧ 黒色土3 0 0 0 0 120 0 1 0

A 2 ⑮ 黒色土 1 高杯　 口縁 20 580 25 895 100 0 1 0

A 2 ⑮ 黒砂2 マダコ　 高杯　 口緑

口緑

0 260 25 570 1，166 0 1 0

A 2 ⑮ 黒砂3 0 0 0 0 60 1 0 0

A 3 ④ 黒色土 1 0 80 5 270 0 0 0 0

A 3 ④ 黒色土2 0 30 0 85 16 0 1 0

A 3 ④ 黒色土3 口緑

口緑

0 85 10 0 165 1 1 0

A 3 ⑤ 黒色土1 30 55 30 1，190 6 0 1 0

A 3 ⑤ 黒色土2 8 298 22 312 1 1 0 0

A 3⑤ 黒色土3 0 40 0 10 0 0 1 0
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地　 区 層　 位 共　 伴　 遺　 物
口　　 縁　 グラム 体部

グラム

丸底 I

グラム

備 考

A B C 脚 土 須

A 3 （9 黒色砂 口縁 10 21 9 170 14 0 1 0

A 3 ⑨ 黒色土 2 口縁 121 465 44 1，400 0 0 1 0

A 3 ⑲ 黒色土 2 口縁 17 850 25 4，190 0 0 1 0

A 3 ⑲ 黒色土 3 口緑 20 430 45 2，425 0 0 1 0

A 3 ⑭ 黒色土 2 マダコ　 ロ禄　 高杯 150 1，778 93 2，739 22 0 1 0

A 3 ⑮ 黒色土 2 マダコ　 高杯　 口緑

口縁

85 965 30 3，587 12 0 1 0

A 3 ⑮ 黒色土 3 170 265 11 0 0 0 0 0

A 3 ⑲ 黒色土 2 180 580 20 565 1 1 1 0

A 3 ⑳ 黒色砂 高杯　 口緑 90 115 50 520 36 1 1 0

A 3 ⑳ 黒色土 2 口禄

高杯　 口緑

0 1，200 110 1，730 54 1 1 0

A 3 ⑳ 黒色土 3 130 370 55 255 6 0 0 0

A 3 ⑳ 黒色砂 10 25 15 65 6 0 1 0

A 3 ⑮ 黒色土 2 口緑 472 1，712 294 6，185 48 1 1 0

A 3 ⑮ 黒色土 3 高杯 40 80 40 365 4 0 1 0

A 4 ⑤ 黒色土 2 カマ ド　 ロ緑 1，090 2，490 290 1，960 11 1 1 0

A 4 ⑲ 黒凹地 1 口禄　 高杯 80 2，008 75 4，110 61 1 1 0

A 4 ⑲ 黒凹地 2 カマ ド　 ロ縁 315 2，925 240 6，610 24 0 1 0

A 4 ⑮ 黒 2 口緑

高杯　 口緑

195 545 21 1，900 32 0 1 0

A 4 ⑮ 黒凹地 3 25 733 35 2，050 22 0 0 0

A 4 ⑳ 黒色砂 1 40 237 50 2，780 45 1 1 0

A 4 ⑳ 黒 2 口縁 260 1，632 325 3，900 21 0 1 0

A 4 ⑳ 黒 3 口緑

口縁

85 625 40 1，530 42 0 1 0

A 4 ⑮ 黒色土 1 0 240 0 1，645 44 0 1 0

A 4 ⑮ 黒 2 95 795 30 2，755 146 0 1 0

A 4 ⑮ 黒 3 195 290 0 1，400 205 0 1 0

A 5 ⑤ 黒色土 2 カマ ド　 マダコ 2，050 660 30 5，340 52 1 1 0

A 5 ⑤ 黒色土 3 カマ ド　 高杯　 口緑

高杯　 口縁

270 3，400 70 8，920 267 0 1 0

A 5 ⑲ 黒色土 2 200 1，960 20 3，120 6 0 0 0

A 5 ⑲ 黒色土 3 0 2，535 0 3，470 99台 1 1 1

B l ①⑥ 黒色土 2 高杯　 口緑 6 16 0 0 80 1 1 0

B l （参（カ 黒色土 2 カマ ド　 高杯　 口縁 28 50 16 0 50 1 1 0

B l ⑥ 黒 3 口緑 0 78 0 720 83 1 1 0

B l ⑥ 黒色土 口緑 7 28 5 0 70 1 1 0

B l （∋ あぜ 口縁 25 10 5 0 25 1 1 0

B l ⑦ 黒 3 高杯　 口縁

口縁

0 68 0 310 44 1 1 0

B l ⑧ 黒色土 1 30 156 0 0 0 0 0 0

B l ⑪ 黒色土 2 13 32 0 0 0 1 1 0

B l ⑪ 黒 3 口緑

マダコ　 ロ緑

26 23 9 1，060 106 1 1 0

B l ⑫ あぜ 0 20 0 0 0 1 0 0

B l ⑫ 黒色土 2 0 10 0 0 20 1 1 0

B l ⑫ 黒 3 高杯　 口緑 0 38 15 0 30 1 1 0

B l ⑬ 黒 3 高杯　 口緑 0 0 0 0 0 1 1 0

B l ⑭ 褐色砂 0 0 0 0 10 0 0 0
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備 考

A B C 脚 土 ≠貢

B l ⑮ 黒色土 2 高杯　 口緑 7 15 11 0 30 1 1 0

B l ⑮ 黒 3 高杯　 口緑 71 73 13 0 95 1 1 0

B l ⑰ あぜ 口緑 0 0 0 0 0 1 1 0

B l ⑰ 黒色土 2 口緑 5 0 5 0 126 1 1 0

B l ⑰ 黒 3 高杯　 口緑 47 29 14 0 70 1 1 0

B l ⑱ 黒 3 口緑 0 0 0 0 30 1 1 0

B l ⑲ 黒 3 口緑 0 0 0 0 5 1 1 0

B l ⑳ 黒色土 2 口緑

口縁

0 7 0 0 10 0 1 0

B l ㊧ 黒色土 1 0 21 0 0 5 1 0 0

B l ㊧ 黒色土 2 35 10 5 0 40 1 1 0

B l ㊧ 黒色土 3 カマ ド　 高杯　 口縁 8 160 0 799 224 1 1 0

B l ⑳ 黒灰色砂 口緑 8 55 12 0 35 1 1 0

B l ⑳ 黒色土 2 口緑 0 16 0 0 15 1 1 0

B l ⑳ 黒色土 3 高杯　 口禄

高杯　 口緑

0 365 40 0 46 1 1 0

B l ⑳ 黒色土 1 0 0 0 0 0 0 0 0

B l ⑳ 黒色土 2 0 0 0 0 0 0 0 0

B l ⑳ 黒色土 3 0 0 0 0 20 1 1 0

B l ⑳ 黒色土 3 高杯　 口緑 0 15 0 0 0 0 1 0

B l ⑳ 黒色土 1 口緑 0 15 19 20 55 1 1 0

B l ⑮ 黒灰色砂 口緑 0 0 2 0 10 1 1 0

B l ⑮ 黒色土 2 口緑 0 0 0 0 5 0 1 0

B 2 黒色土 マダコ　 ロ緑 470 1，683 410 5，345 59 1 1 0

B 2 ① 黒色土 1 口緑 0 10 0 0 20 1 0 0

B 2 ① 黒色土 2 口緑 0 10 0 0 45 0 1 0

B 2 ① 黒色土 3 口緑 10 20 0 25 455 1 1 0

B 2 ② 黒色土 1 カマ ド　 マダコ　 ロ緑 10 0 0 0 5 0 1 0

B 2 ② 黒色土 2 口緑 0 0 0 0 45 1 1 0

B 2 ② 黒砂 3 高杯　 口緑 0 0 0 13 250 1 1 0

B 2 ③ 黒砂 2 口緑 0 0 0 0 50 1 1 0

B 2 ③ 黒色土 3 口緑 0 5 0 10 5 1 1 0

B 2 ④ 黒色土 1 口緑 0 5 0 0 7 1 1 0

B 2 ④ 黒色土 2 口緑 0 16 0 115 25 1 1 0

B 2 ⑤ 黒灰色砂 口緑 0 0 0 0 0 0 1 0

B 2 （9 黒色土 2 口緑 0 15 0 620 22 0 1 1

B 2 ⑥ 黒色土 1 口緑 5 40 5 0 30 1 1 0

B 2 ⑥ 黒色土 2 マダコ　 ロ縁 0 30 60 0 20 1 1 0

B 2 ⑥ 黒色土 3 口緑

口緑

口緑

10 45 0 10 280 1 1 0

B 2 ⑦ 黒色土 1 0 40 0 0 5 1 0 0

B 2 （∋ 黒色土 2 0 0 0 0 25 1 0 0

B 2 ⑦ 黒色土 3 0 15 0 0 135 1 1 0

B 2 ⑧ 黒色土 1 0 0 0 0 0 0 0 0

B 2 ⑧ 黒色土 3 5 5 0 10 105 1 1 0

B ‘2 ⑨ 黒灰色砂 口緑 10 0 0 0 55 1 1 0
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B 2 ⑨ 黒色土 2 口緑 0 0 0 0 5 0 1 0

B 2 ⑨ 黒色土 3 口縁 0 0 0 0 15 1 1 0

B 2 ⑪ 黒色土 1 カマ ド　 マダコ 20 15 10 0 30 1 0 0

B 2 ⑪ ．黒色土 2 口緑 35 30 5 30 505 1 1 0

B 2 ⑪ 黒色土 3 口緑

口緑

55 10 0 0 565 0 1 0

B 2 ⑫ 黒色土 2 30 115 5 0 45 1 1 0

B 2 ⑫ 黒色土 3 0 90 0 770 92 0 0 0

B 2 ⑬ 黒色土 1 0 0 0 0 10 1 1 0

B 2 ⑬ 黒色土 2 口緑 0 50 0 0 0 0 1 0

B 2 ⑬ 黒色土 3 カマ ド 105 75 30 0 5 1 0 0

B 2 ⑭ 黒砂 1 口縁 0 8 0 0 5 1 0 0

B 2 ⑮ 黒色土 口緑 0 210 0 0 15 1 1 0

B 2 ⑮ 黒色土 1 口緑 230 637 70 2，635 132 1 1 1

B 2 ⑮ 黒色土 2 カマ ド　 ロ緑 235 600 609 7，500 45 1 1 0

B 2 ⑮ 黒色土 3 口緑 10 65 10 1，200 232 1 1 1

B 2 ⑰ 黒色土 1 カマ ド　 マダコ　 ロ緑 20 130 0 0 0 1 1 0

B 2 ⑰ 黒色土 2 マダコ　 ロ緑 80 850 50 4，500 6 0 1 1

B 2 ⑰ 黒色土 3 口緑

マダコ　 ロ緑

850 2，750 170 7，410 80 1 1 1

B 2 ⑬ 黒色土 2 30 70 11 0 0 0 0 0

B 2 ⑬ 黒色土 3 580 2，470 140 6，960 0 0 1 1

B 2 ⑩ 黒色土 2 口縁 0 45 0 0 15 1 1 0

B 2 ⑩ 黒色土 3 口緑 50 5 0 0 15 1 1 0

B 2 ⑳ 黒色土 2 口緑 55 160 5 1，360 11 0 1 1

B 2 ⑳ 黒色土 3 口縁 0 15 0 0 0 1 1 0

B 2 ㊧ 黒色土 1 マダコ 910 5，650 210 20，420 0 1 1 0

B 2 ㊧ 黒色土 2 マダコ　 ロ緑 343 2，240 75 12，920 44 1 1 1

B 2 ㊧ 黒色土 3 口緑

マダコ　 ロ縁

65 270 37 90 155 0 1 0

B 2 ⑳ 黒色土 1 485 2，692 64 0 0 0 1 0

B 2 ⑳ 黒色土 3 635 725 95 265 10 1 1 0

B 2 ⑳ 黒色土 マダコ　 ロ縁

マダコ　 ロ緑

180 1，670 50 10，180 12 1 1 1

B 2 ⑳ 黒色土 1 35 65 0 0 0 1 0 0

B 2 ⑳ 黒色土 2 320 610 25 0 0 1 1 0

B 2 ⑳ 黒色土 3 マダコ　 ロ緑 965 3，408 395 11，967 0 1 1 1

B 2 ⑳ 黒色土 1 口縁 20 28 0 0 0 0 1 0

B 2 ㊧ 黒色土 2 口緑

口緑

0 52 0 0 8 1 1 0

B 2 ⑳ 黒色土 3 5 0 0 Ol 0 0 1 0

B 2 ⑮ 黒色土 1 325 3，135 126 4，550 91 1 1 0

B 2 ⑮ 黒色土 2 マダコ　 ロ緑 50 80 0 0 0 0 1 0

B 3 （∋ 黒灰砂 1 口縁 1，180 5，514 421 11，285 0 1 1 0

B 3 ① 黒色土 2 マダコ　 ロ緑 80 2，340 20 9，450 0 1 1 0

B 3 ② 黒色土 2 カマ ド　 ロ緑 100 870 25 7，430 1 0 1 0

B 3 （診 黒色土 1 口禄　 高杯 200 2，555 15 6，820 0 1 1 0

B 3 ③ 黒色土 1 485 1，739 0 0 0 0 0 0
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B 3 （彰 黒色土 2 カマ ド　 ロ縁 240 450 100 7，700 0 1 1 0

B 3 ③ 黒色土 3 口緑

カマ ド

103 2，715 90 2，320 8 1 1 0

B 3 ④ 黒色土 1 0 30 10 0 0 0 0 0

B 3 ④ 黒色土 2 175 335 10 3，710 0 1 1 1

B 3 ④ 黒色土 3 カマ ド　 ロ緑 10 30 5 0 0 0 1 0

B 3 ⑤ 黒色土 1 カマ ド　 ロ緑 0 70 0 0 0 1 1 0

B 3 ⑤ 黒色土 2 カマ ド　 ロ緑 31 36 0 0 0 1 1 0

B 3 ⑥ 黒色土 1 口緑 919 489 205 0 0 0 1 0

B 3 ⑥ 黒色土 2 口緑 100 3，210 60 6，400 1 0 1 0

B 3 ⑦ 砂層直上 口緑 33 16 5 0 0 0 1 0

B 3 （丑 黒色土 2 カマ ド　 ロ禄　 高杯 700 8，630 100 14，255 1 0 1 1

B 3 ⑦ 黒色土 3 口緑 210 470 85 0 0 0 1 0

B 3 （砂 黒色土 1 口緑 15 15 1 15 0 1 1 0

B 3 ⑧ 黒色土 2 マダコ　 ロ緑　 カマ ド 620 5，440 270 13，740 0 0 1 0

B 3 ⑧ 黒色土 3 口緑 25 620 15 2，115 0 1 1 0

B 3 ⑨ 黒色土 2 カマ ド　 マダコ 35 305 0 1，055 0 1 0 0

B 3 ⑨ 黒色土 3 カマ ド　 ロ緑 45 545 50 4，000 0 0 1 0

B 3 ⑲ 黒色土 1 カマ ド 10 45 0 0 0 1 0 0

B 3 ⑲ 黒色土 2 口緑

カマ ド　 ロ緑

10 105 0 0 0 1 1 0

B 3 ⑪ 砂層直上 0 0 0 0 0 0 0 0

B 3 ⑪ 黒色土 2 230 1，170 65 6，810 3 1 1 0

B 3 ⑪ 黒色土 3 口緑

カマ ド　 ロ緑

125 503 60 12 0 0 1 0

B 3 ⑫ 砂層直上 5 25 0 1 0 1 0 0

B 3 ⑫ 黒色土 2 375 5，502 325 15，000 11 1 1 0

B 3 ⑫ 黒色土 3 カマ ド　 マダコ　 ロ緑 400 2，620 40 0 0 1 1 0

B 3 ⑬ 黒凹地 1 カマ ド　 ロ緑 1，140 7，225 165 5，380 8 1 1 0

B 3 ⑬ 黒色土 2 カマ ド　 ロ縁 2，460 1，628 755 3，280 0 1 0 0

B 3 ⑬ 黒色土 3 口緑　 マダコ 740 5，900 615 14，880 0 1 1 1

B 3 ⑭ 黒色凹地 口緑 298 54 1 30 0 ・0 0 0 0

B 3 ⑭ 黒色土 2 カマ ド　 ロ緑 105 130 0 0 0 0 1 0

B 3 ⑭ 黒色土 3 マダコ 65 1，450 60 5，480 0 1 0 0

B 3 ⑮ 黒色土 1 口緑 5 15 0 0 0 0 1 0

B 3 ⑮ 黒色土 1 口緑 350 1，155 285 0 0 0 1 0

B 3 ⑮ 黒色土 2 カマ ド　 ロ緑

口緑

カマ ド　 ロ緑

97 1，255 68 3，850 7 1 1 0

B 3 ⑮ 砂層 3 70 228 20 25 0 0 0 0

B 3 ⑰ 黒色土 1 405 145 130 0 0 1 1 0

B 3 ⑰ 黒色土 2 2，070 3，770 550 3，990 0 0 0 0

B 3 ⑰ 黒色土 3 925 4，180 455 11，355 36 1 1 0

B 3 ⑱ 黒凹地 1 口縁　 マダコ 5，123 37，435 2，425 44，360 0 1 1 1

B 3 ⑬ 黒色土 2 口縁

口緑　 マダコ

1，862 11，290 670 7，640 0 1 1 0

B 3 ⑬ 黒色土 3 800 355 0 2，520 0 0 0 0

B 3 ⑲ 黒凹地 1 380 3，400 90 7，340 0 1 0 1

B 3 ⑲ 黒色土 2 1，830 5，830 780 15，574 1 1 1 1
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B 3 ⑲ 黒色土 3 口縁 1，210 3，980 570 5，320 0 1 1 0

B 3 ⑳ 黒色土 2 口緑 55 30 10 0 0 0 1 0

B 3 ⑳ 黒色土 3 口緑 80 420 0 0 0 0 1 0

B 3 ㊧ 黒色土 1 口縁

口緑

320 1，430 95 6，160 0 0 1 0

B 3 ⑳ 黒色土 1 215 1，155 85 0 0 0 1 0

B 3 ⑳ 黒色土 2 1，520 14，020 560 21，510 0 0 1 0

B 3 ⑳ 黒色土 3 口緑 363 1，365 20 0 0 1 0 0

B 3 ⑳ 黒色土 1 口縁 151 742 88 0 0 0 1 0

B 3 ⑳ 黒色土 2 口緑 3，530 13，640 1，505 26，480 0 1 1 0

B 3 ⑳ 砂直上 3 口緑

カマ ド　 マダコ　 ロ緑

60 320 5 0 0 1 1 0

B 3 ⑳ 黒色土 1 470 545 156 0 0 0 0 0

B 3 ⑳ 黒色土 2 565 906 110 0 0 1 0 0

B 3 ⑳ 黒色土 2 105 590 55 2，660 0 0 1 0

B 4 ① 黒色土 1 口緑 285 3，655 20 7，700 0 0 1 0

B 4 （∋ 黒色土 2 口緑 1，665 1，660 325 8，180 12 1 1 0

B 4 ② 黒色土 1 カマ ド　 ロ緑 1，400 5，115 515 13，630 0 0 0 1

B 4 ② 黒色土 2 口縁　 船形土製品 559 1，302 72 0 25 0 1 0

B 4 ② 砂直上 口緑 90 300 25 20 0 0 1 0

B 4 （彰 黒凹地 1 口緑

カマ ド　 マダコ　 ロ緑

1，305 4，173 280 7，915 0 0 1 0

B 4 ③ 黒凹地 2 793 2，079 211 0 0 0 0 0

B 4 ③ 砂直上 3 235 2，850 40 8，100 24 1 0 0

B 4 ④ 黒色土 2 口緑 690 715 45 0 15 1 1 0

B 4 ④ 黒色土 3 口緑 0 10 0 0 0 0 1 0

B 4 ⑤ 黒色土 2 口縁　 石鉄 125 615 25 0 30 1 1 0

B 4 ⑥ 黒色土 1 口縁 60 2，580 65 5，700 0 0 1 0

B 4 ⑥ 黒色土 2 カマ ド　 マダコ　 ロ緑 870 4，190‘ 195 5，525 0 0 0 0

B 4 ⑦ 黒色土 1 口緑 160 2，753 175 5，565 75 0 1 1

B 4 （∋ 黒色土 2 口縁　 マダコ

カマ ド　 マダコ　 ロ縁

0 265 0 5，285 0 1 1 0

B 4 ⑧ 黒色土 1 45 305 25 0 20 1 0 0

B 4 ⑧ 黒色土 2 1，345 11，742 295 15，320 57 0 1 1

B 4 ⑧ 砂上面 3 口緑 0 47 0 0 55 1 1 0

B 4 ⑨ 黒色土 2 カマ ド　 ロ緑 35 200 6 0 10 1 1 0

B 4 ⑨ 黒色土 3 口縁 18 376 0 0 55 1 1 0

B 4 ⑲ 黒色土 1 カマ ド　 ロ縁 10 82 0 0 30 1 1 0

B 4 ⑲ 砂直上 3 口緑 0 10 0 0 25 1 1 0

B 4 ⑪ 黒色土 2 カマ ド　 ロ縁

口緑

73 5，134 184 5，728 29 1 1 0

B 4 ⑫ 黒凹地 1 250 762 86 1，110 1 0 1 0

B 4 ⑫ 黒凹地 2 261 706 4 0 0 0 1 0

B 4 ⑬ 黒色土 2 マダコ　 ロ縁 51 5，947 59 8，930 102 1 1 1

B 4 ⑭ 黒色土 2 高杯　 口緑

カマ ド　 高杯　 口緑

763 1，170 255 7，860 41 1 1 0

B 4 ⑭ 黒色土 3 0 12 0 0 30 1 0 0

B 4 ⑮ 黒色土 1 20 60 0 1，165 144 0 1 0

B 4 ⑮ 砂直上 3 口緑 0 0 0 0 60 1 1 0
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B 4 ⑮ 黒色砂 1 口緑 176 111 0 0 20 0 1 0

B 4 ⑯ 黒色土 2 カマ ド　 マダコ 763 1，170 255 7，860 41 1 1 0

B 4 ⑰ 黒色土 1 マダコ　 ロ縁 130 315 20 10 155 1 1 0

B 4 ⑰ 黒色土 2 口緑 296 1，560 105 6，930 264 1 1 0

B 4 ⑱ 黒色土 1 マダコ　 ロ緑 195 1，810 15 7，950 4 0 1 0

B 4 ⑬ 黒凹地 2 マダコ　 ロ緑

カマ ド　 マダコ　 ロ緑

2，305 18，606 1，670 22，540 770 1 1 0

B 4 ⑲ 黒色土 1 70 65 0 0 35 1 0 0

B 4 ⑲ 黒色土 2 1，763 4，749 669 19，520 1，073 1 1 0

B 4 ⑳ 黒色土 2 口縁 90 95 30 0 15 1 1 0

B 4 ⑳ 黒色土 3 口緑 115 70 0 0 0 0 1 0

B 4 ㊧ 黒色土 1 口緑 125 145 35 10 750 1 1 0

B 4 ㊧ 黒色土 2 カマ ド　 ロ緑 35 316 20 4，710 334 0 1 0

B 4 ⑳ 黒色土 1 口緑　 カマ ド 600 1，705 80 0 480 1 1 0

B 4 ⑳ 黒色土 2 口緑　 カマ ド　 高杯 1，170 11，295 540 4，931 215 1 1 0

B 4 ⑳ 黒色土 1 カマ ド　 ロ縁 90 540 56 0 1，597 1 1 0

B 4 ⑳ 黒色土 2 カマ ド　 高杯　 口緑 710 4，285 370 9，410 228 0 1 0

B 4 ⑳ 黒色土 1 カマ ド　 ロ緑 90 100 0 0 35 1 1 0

B 4 ⑳ 黒色土 2 口緑 170 420 230 1，880 88 1 1 0

B 4 ㊧ 黒色砂 3 口縁 12 45 0 0 130 1 1 0

B 4 ⑮ 黒色土 口緑 0 490 0 1，169 9 1 1 0

B 5 ① 黒色土 1 カマ ド　 ロ緑 90 410 45 5，440 14 0 1 0

B 5 ① 黒色土 2 口緑　 マダコ 435 2，410 204 9，640 414 0 1 0

B 5 ① 黒色土 3 カマ ド　 ロ縁 0 0 0 0 120 0 1 0

B 5 ② 黒色土 2 高杯　 口緑 3，090 22，850 2，020 31，250 115 0 1 0

B 5 （塾 黒色土 3 口緑 90 570 50 0 55 0 1 0

B 5 ③ 黒凹地 1 カマ ド 280 4，605 290 7，660 15 1 1 0

B 5 ③ 黒色土 2 口緑

マダコ　 ロ緑

1，957 4，035 402 9，120 64 0 1 1

B 5 ③ 黒色土 3 30 40 0 0 5 0 0 0

B 5 ④ 黒色土 1 0 60 0 1，600 74 1 1 0

B 5 ④ 黒色土 2 口緑 20 25 0 0 280 1 1 0

B 5 ⑤ 黒色土 1 カマ ド　 ロ緑 60 0 25 0 190 1 1 0

B 5 ⑥ 黒色土 1 カマ ド　 ロ緑

口緑

85 530 20 2，990 6 1 1 1

B 5 ⑥ 黒色土 2 115 4，080 120 7，870 23 0 1 1

B 5 ⑥ 黒色土 3 600 4，017 125 0 0 0 1 0

B 5 ⑦ 黒色土 1 カマ ド　 マダコ 0 235 0 3，360 30 0 0 1

B 5 （カ 黒色土 2 カマ ド　 高杯　 口縁 400 2，320 270 11，530 58 1 1 1

B 5 （事 黒色土 3 口緑 35 52 15 20 665 0 1 0

B 5 ⑧ 黒色土 1 口縁　 高杯 0 0 0 20 25 1 1 0

B 5 ⑧ 黒色土 2 カマ ド　 ロ緑 10 313 10 0 290 1 1 0

B 5 ⑨ 黒色土 1 口緑 0 100 5 0 115 1 1 0

B 5 ⑨ 黒色土 2 カマ ド　 ロ緑 23 72 0 15 180 1 1 0

B 5 ⑲ 黒色土 口緑 0 40 0 0 0 1 1 0

B 5 ⑪ 黒色土 1 カマ ド　 ロ緑 2 10 2，500 160 6，720 26 1 1 0
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B 5 ⑪ 黒色土 2 口緑 180 1，129 1，399 12，945 457 1 1 1

B 5 ⑪ 黒色土 3 マダコ　 ロ緑 75 670 60 4，040 2，760 0 1 1

B 5 ⑫ 黒色土 1 マダコ 0 840 5 4，520 104 0 0 0

B 5 ⑫ 黒色土 2 口縁 90 530 50 7，920 204 0 1 0

B 5 ⑫ 黒色砂 3 口縁 40 250 5 0 135 1 1 0

B 5 ⑬ 黒色土 1 口緑 0 15 0 0 0 0 1 0

B 5 ⑬ 黒色土 2 口縁 55 90 10 0 520 1 1 0

B 5 ⑬ 黒色土 3 口縁

カマ ド　 ロ縁

カマ ド

5 15 0 0 0 1 1 0

B 5 ⑭ 黒色砂 95 50 0 0 50 0 0 0

B 5 ⑮⑳ 黒色土 45 40 0 0 25 1 1 0

B 5 ⑮ 黒色土 1 70 1，095 77 0 100 0 0 0

B 5 ⑰ 黒色土 1 0 930 0 4，120 204 1 1 1

B 5 ⑰ 黒色土 2 マダコ　 ロ緑

口緑

65 275 10 2，580 374 0 1 1

B 5 ⑱ 黒色土 1 15 55 0 0 10 0 0 0

B 5 ⑬ 黒色土 2 65 175 5 0 650 1 1 0

B 5 ⑩ 黒色土 2 カマ ド　 マダコ　 ロ緑

口緑

9 160 5 1，880 112 1 1 1

B 5 ⑳ 黒色土 2 0 10 0 0 0 0 1 0

B 5 ㊧ 黒色土 1 85 480 55 1，730 24 0 1 0

B 5 ⑳ 黒色土 1 口緑　 マダコ 60 415 105 4，280 56 1 1 0

B 5 ⑳ 黒色土 1 カマ ド　 ロ緑 90 500 20 6，800 0 0 1 0

B 5 ⑳ 黒色土 1 カマ ド　 ロ縁

口緑

12 63 0 10 0 0 1 0

B 6 ① 黒色土 1 35 522 0 0 0 0 0 0

B 6 ② 黒色土 1 0 6，960 10 6，095 114 1 1 0

B 6 ③ 黒色土 1 0 20 0 0 0 0 0 0

B 6 ⑥ 黒色土 1 15 30 50 0 0 0 1 0

B 6 ⑦ 黒色土 1 口縁 55 135 30 0 0 0 1 0

B 6 （参 黒色土 1 マダコ

口緑

115 36 40 0 0 0 1 0

B 6 ⑨ 黒色土 1 98 245 12 0 0 1 0 0

B 6 ⑪ 黒色土 1 110 40 60 0 0 0 0 0

B 6 ⑫ 黒色土 1 0 35 0 0 0 0 0 0

B 6 ⑬ 黒色土 1 マダコ 60 90 0 0 0 0 0 0

C 2 ⑥ 黒色土 2 製塩．なし　 高杯　 口緑 0 48 0 0 0 1 1 0

C 2 ⑪ 黒砂 1 高杯　 口緑 41 210 0 99 0 1 1 0

C 2 ⑮ 黒砂 1 高杯　 口緑 54 488 35 2，758 36 1 1 1

C 2 ㊧ 黒砂 1 高杯　 口緑 5 37 25 330 0 0 1 0

C 2 ㊧ 黒砂 2 高杯　 口緑 10 680 0 2，428 81 1 1 0

C 2 ⑮ 黒色土 高杯　 口緑 0 59 0 148 0 1 1 0

C 3 （∋ 黒色土 1 高杯　 口縁 0 55 0 270 0 1 1 0

C 3 （∋ 黒色土 2 高杯 0 15 0 40 0 0 1 0

C 3 ⑥ 黒灰砂 土師器のみ　 口緑 0 10 0 50 0 1 1 0

C 4 ⑧ 黒色砂 高杯　 口縁 0 0 0 34 6 1 1 0

C 4 ⑳ 黒色砂 カマ ド 0 27 0 82 0 1 1 0

＊層位の項の1は0－10cm、2は10－20cm、3は20－30cmを表す

＊備考の項の0は無を、1は有を表す、脚は脚台式、土は土師器、須は須恵器を表す

＊その他層不明や排土出土などの土器がある
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Ⅵ．お　わ　り　に

貴船神社遺跡の調査は、阪神・淡路大震災の年の平成7年7月から12月までの5ケ月余りの日数を費や

して調査を行った。兵庫県はじめての本格的な製塩遺跡の調査となり、大きな成果を得た。その成果は

製塩遺跡研究者をはじめ淡路学や地方史研究の各方面から注目されるものとなった。調査は夏の酷暑の

海水浴で賑わう時期から、淡路島西浦特有の強烈な西風に晒されるまでの期間現地調査を行った。遺跡

は、住所が示すとおり東側に隣接して野島断層が走っている地域で、その断層崖が顕著に観察でき、野

島平林の断層崖が大きくずれた状況を示している地域である。ちょうど遺跡横の駐車場から見学に行く

ルートに当たり，多くの見学者が訪れていた。断層の実地研修が目的であったが、通りすがりに貴船神

社遺跡を垣間見て興味を示して戴いた方々も多数おられた。通常なら遺跡（歴史）に興味の有る方中心

の見学であるが、各分野の方々が見学され予想外の質問や意見も多く戴いた。各地から各分野・各世代・

各職種・各国の不特定多数の方々に見て戴いた数少ない遺跡ではないかと思われる。地元小学生も多数

見学に来られ、足繁く通って来られた生徒も数人いた。自分たちの若い頃の考古学ボーイ姿と重ね合わ

せて昔の気分に浸ったが、今はどうしているだろうか。十分な説明も出来ず、彼らに貢献出来たか不安

である。少なくとも野島海人と塩づくりについては大いなる興味・関心を示してくれたと思う。僅かで

も淡路島・兵庫県の歴史・埋蔵文化財に関心を持ち続けていてくれたなら、担当者として幸せである。

調査は多量の礫群が出土しいろいろなことを考えながら行っていた。炉と炉でない礫群との判断ができ

ず、炉でなくても廃棄された状態に意味があるとしたら、などと考え毎日実測・写真に追われることと

なった。震災復興調査として通常調査以上に速やかな対応の意識が強く、より作業に集中することにな

り細かい対応が出来なかった。はじめての震災復興調査として緊張もしたが、それなりの成果を上げら

れたものと安堵している。現地説明会にも遠くから足を運んで戴いた。多くの教示を得、多くの刺激を

受けた。感謝致します。以下，調査成果のまとめを記述する。

1．製塩炉について

貴船神社遺跡では22基の製塩炉を検出した。当初2面として調査を行い，20基が上層の遺構で丸底Ⅱ

式に併行する時期で、2基が下層で丸底I式に併行する時期を考えていた。しかし、整理作業が進むと

これほどの明確な時期差はないように思われた。遺構としては，西側の一段低い部分のA－6で検出さ

れたSDOlだけが、純粋な丸底I式の時期の遺構である。それ以外は、大きく丸底Ⅱ式の範噂に入る

ことになる。丸底Ⅱ式の中ではあるが、製塩土器の廃棄土層は浅くても20cmを越えており礫が間層に

明らかに入っている。時間幅は別として確実に時間差はあるはずである。調査区南側の保存区域を除い

て包含層は調査しており、遺構面としては調査した下層遺構面が最下層の面である。西側を中心に脚台

式の包含層はあるものの遺構面は確認できなかった。西側で唯一確認した丸底I式した時期が遺構面の

時期と考えられる。それ以外の下層遺構面も丸底I式の時期以降に使用されたと考えられるが、遺構は

広義の丸底Ⅱ式の中に含まれる。すなわち、丸底Ⅱ式の段階に集中して構築された遺構群といえる。

ただ、丸底Ⅱ式としているが時期幅は相当ありそうである。炉跡のタイプは、①石列が複合して並ん

でいる石敷炉（SLO9・20）　②礫が円形に巡る炉（SLO9）　③礫が集中する石敷炉（SLO

l・05など）　④石囲炉（SLll・14・17・22）　である。15基が③のタイプであるが，細
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別が可能である。①が下面にあることから最初に営まれた炉跡で、それ以外が順次構築されていったも

のである。④の石囲炉は斜面の高い東側に集まっていることからも，作業工程のなかで異なる性格が推

測される。

また、調査段階では丸底I式の炉跡は土器の大きさからも小規模なものを想像しており、下層面での

礫群の集中部での炉跡の認定に努めた。丸底I式の小さな製塩土器の大きさに見合う規模の炉跡を想定

していた。が、その後調査された和歌山市西ノ庄遺跡での丸底I式の炉跡の事例は貴船神社遺跡の石敷

炉と規模で変わることはなかった。そのことからも、他の礫群は損壊を受けた炉跡の可能性は残される

が、完全な形はとどめていないと思われる。現状では小型炉跡は存在しなかった可能性は少ないと思っ

ている。①のタイプで操業を開始し、本格的な製塩活動に入ったと思われる。その後、大きく方法を変

えることなく継続し、④の石囲炉の出現で工程の変化が生じたものと思われる。

炉跡は保存された調査区南西部の状況を見てみると、炉跡同士が有機的な関係にあることが理解でき

る。SL OlとSL03が同じ隅円長方形のプランでほぼ同じ規模で南北に並んでいる。SL Olの東

側主軸延長上に円形プランのSL05が位置している。3基の炉跡は一体の作業での遺構群と考えてお

り、さらにSLOlの延長上の粘土を張った土坑（SKO3）やさらにその東側にある整地（粘土）面

と、整地面北側の竪穴住居跡（SHOl）も一連の遺構群ではと推測している。

この過程から推定すると、貴船神社遺跡の今回調査した地点では煎黙作業から行ったと考えている。

前作業である採鍼過程は西側のすでに砂浜がなくなった部分に求めたい。明治時代の絵図でも調査地点

の西側に3枚の水田があり、現在の海岸線とは大きく変化していることが明らかである。そのため現況

から判断すると，採鍼工程部分も調査地内に求めようと思っていたが、さらに西側と考えられる。渡辺

誠・山崎純男両氏の教示・指導を得て、現地で微小貝の確認を行ったが、僅かに一部で確認された以外

は確認されなかった。落ち込みや土坑埋土の水洗作業を相当行ったが検出されなかったことは、調査地

内での藻塩焼きを否定するものではなかろうか。因みに現在の海岸でホンダやヮラは簡単に採集され、そこに

は当然ながら微小貝が確認されている。この点からも採鍼工程を西側に考えたい。

鍼水を調査地内に運び、煎黙工程に入るものであるが、SK03は鍼水溜めと考え、ここから炉上の

製塩土器へ鹸水を注ぐのではと思われる。次に煎黙過程も2段階あり第1工程を隅円長方形の2基の炉

で、第2工程を円形の炉で行っているのではないかと考えている。調査区南西部の炉跡集中部分でしか

確認されていないが、出土製塩土器の内容から考えて、少なくても貴船神社遺跡での製塩作業に関して
J

は妥当でないかと思われる。状態の良好なのは、第1工程がSLOlとSL O3、第2工程がSL05

のセットであるが、明らかにできるセットとして、第1工程がSL16と第2工程がSL06も同様の

関係である。SL15とSL18も第2工程の炉跡と思われる。

この工程と合わないのが、他のタイプの炉跡である。①は時期的には丸底Ⅱ式の包含層下面で僅かな

がらも古いことは確実であり、機能・方法も異なるものと思われるが明らかにはできない。当初は脚台

式の炉跡を想定していたが、出土土器からは丸底式の時期であることは確実である。多数の炉跡よりは

1段階古いことは確実である。②は丸底Ⅱ式の時期で周囲だけに礫を配するタイプで、当然機能も異な

ると思われるが不明である。④の石囲炉は全くタイプの違うものである。煎勲の第2工程もしくはそれ

以降の作業工程に伴う遺構であろう。小型であること、遺物を多く保有していることの2点に特徴があ

る。特にSL22は多量の遺物があり、廃棄時に意図的な埋納を行ったかと思われる。③と④の炉跡の

関係は微妙である。構築された位置が空間を異にしていることを重視すると、作業工程の違いとする方
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が考えやすい。出土遣物からは明確な時期差は求められない。後にも記すが、出土製塩土器の大半が丸

底Ⅱ式の段階である。傾向としての変化を想定できても、明確に時期編年することが出来なかったこと

に起因する。④の石囲炉の出現で焼き塩作業の工程を考慮する必要があるかもしれない。

2．製塩土器・について

製塩土器は多量に出土している。脚台Ⅱ式から丸底Ⅱ式の間の時期である。すでに記したように、大

半は丸底Ⅱ式の時期になる。脚台Ⅲ式は微量で、貴船神社遺跡の塩づくりの間欠期にあたる。この時期

のみ搬入土器が入っているのも大きな特徴である。丸底I式期はある程度出土量があるが、丸底Ⅱ式の

出土量とは大きな隔たりがある。製塩炉も調査で確実なのは丸底Ⅱ式だけであり、この時期が貴船神社

遺跡での製塩の盛期である。

丸底Ⅱ式は、今まで古墳時代後期と考えられていた。貴船神社遺跡の調査では、明らかに奈良時代に

まで続くものである。丸底Ⅱ式は淡路島では比較的多くの地点から多量に出土している。それらの中に

タイプ差が認められることは、すでに指摘されている。浦上雅史氏によって淡路での編年が行われてお

り、大阪湾（広瀬氏編年）のⅡ式を淡路編年のⅡ式とⅢ式に分けられている。口緑部が開き、口径が大

きくなる方が新しい傾向である。歪な土器が多く、破片（小片）から口径を検討するのは困難である。

同一個体でも位置によって径が異なるものが多々ある。個体差も多くあり、器肉の厚さからも単純に分

類することは出来ない。大多数の製塩土器を確実に分類することは出来なかった。しかし、それは同じ

技術・集団によって継続して製塩作業を行っていた証拠になろうかと思われる。第5表の製塩土器計測

表でわかるように、形式差による土器分布の特徴を示さない。2m四方ごとに10cmずつ分層して製塩土

器を取り上げ、その内容から土器の変遷（時期差）を考えるための基礎資料として調査したものであっ

たが、明確な変化や特徴を見出すことはできなかった。すなわち、調査した炉跡群同様に1時期に集中

して製塩作業が行われた可能性が高く、明確な時期差を認めることが難しいという結論となった。ただ、

傾向としては大型化していくが、その変化の細かい時期は確定しがたい。奈良時代になっての変化の可

能性が高い。土器のなかではマダコ壷形のものやべ夕高台ふうの鉢や甑は新しい段階になって出現した

器形と思われる。

今回の調査結果からは、将来的には丸底Ⅱ式は淡路編年のⅡ式とⅢ式に分けることは可能であろうと

予見されるが、貴船神社遺跡の調査では明確な分離は指摘できなかった。器形として大型化する傾向に

あるのは事実であるが、貴船神社遺跡の調査成果からは、単に大型化するのではなく煎黙過程の工程の

違いによる製塩土器の器形変化があるのではないかと考えている。煎勲の第1工程を葉形などの大型土

器を使用し、第2工程を鉢形などの小型土器を使用したのではないかと想定している。当然、逆の変化

も考えられるが、土器量の多さと塩（Ca分やその変化物）の付着度を理由としている。炉跡の長方形

と円形の関係に準じている。原則的にこの方法が継続され、ある時期に石囲炉の出現による変化と新し

い器種の出現によって1つの画期が生じたと思われる。2つの変化は、同時期ではなく新器種の方が遅

れていると思われる。この2つの生産方法の変化によって、製塩土器全体にも少なからず変化をあたえ

たのではないかと、予見している。特にマダコ壷は同型の土器が内陸部にも運ばれていることから、焼

塩に伴う土器で、また容器としても利用されていたことを想像させる。今後の検討課題であるが、淡路

の塩を考える上に大きな意味を有する資料ではないかと考えられる。また、同様に新たな土器の中に、

甑や竃系統の土器が含まれている。これら一群は、貴船神社遺跡周辺ひいては淡路島での土器製塩の終
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わりを示す資料ではないかと考える。鉄釜などの鉄製容器の使用と竃系遺物を使用する製塩作業へと移

行していったのではないかと思われる。ただ、丸底Ⅲ式と通常編年される器肉の厚いタイプの製塩土器

とは異なった流れを持っていると考えられる。律令期に入ってからの、塩づくりの変化と体制の変化の

両方があるものと思われる。

淡路の中でも津名郡と三原郡の製塩土器は異なっている。今までの資料では、三原郡の方が早く津名

郡に移行していったと考えられていた。最近の調査で津名郡でも脚台Ⅱ式の段階から東浦の諸遺跡や貴

船神社遺跡で製塩が行われていることが明らかになってきた。土器の胎土も異なっている。丸底式の段

階になると変化は大きくなる。備讃瀬戸とは津名郡の土器は異なっている。I式の土器にタダキメは全く認

められない。塩の生産が一元的であるとすれば、多少の流れの変化があることになる。現在、三原郡で

丸底の良好な資料はなく、津名郡の方が主体を占めていたと想定される。ただ、土器製塩の後は地形的

に考えて、津名郡では入り浜がないことから、三原郡などへ塩づくりが移動することは確実である。

関係者の理解の元に、貴船神社遺跡では遺構の一部が保存されることとなった。調査の経緯が緑のみ

ちしるべ事業であったことも幸いしたが、多くの方々の努力によるものである。兵庫県洲本土木事務所

の担当の方々や多くの知恵を与えて戴いた研究者やより良い検討を加えて戴いた担当者の方々や工事関

係者に感謝致します。盛夏から強い西風が吹き荒れる初冬の時期まで慌ただしく調査を行った。順調に

作業を支えて戴いた方やその後の整理作業に携わって戴いた方の協力があって完成したものです。あり

がとうございました。

現在、現地は『野島の海人』のモニュメントとともに、説明板や遺跡理解のための模型などが施設内

の随所に見られる。遺跡主体の施設ではないが、多数の方に利用され、遺跡を多少なりとも理解戴けれ

ば幸いである。逆に、不特定多数の方が利用できる施設であることを考慮すれば、社会教育的により良

い施設であろうかと思われる。出土資料や本報告とともに多くの方々に利用・活用されることを望むも

のである。

写真8　　現在の責船神社遺跡（野島大川公園）
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